
 

令和元年７月 岡山市教育委員会定例会 会議録 

１ 開 催 日  令和元年７月２３日 （火） 

２ 開 会 及 び 閉 会 

 開  会      １３時 ００分 

 閉  会      １６時 ３０分 
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委 員 妹  尾  直  人 

委 員 片  山  美  香 

４ 会 議 出 席 者 

職    名 氏   名 職    名 氏   名 

教育次長 石 井 雅 裕 教育次長 岡 林 敏 隆 

次長（教育総務部長兼務） 赤 野 政 治 学校教育部長 奥 橋 健 介 

生涯学習部長 重 松 浩二郎 指導課長 松 岡 和 俊 

指導課課長代理 怒 田 眞由美 指導課課長補佐 今 野 喜久恵 

指導課指導係長 林   俊 雄 指導課指導副主査 井 原 進一郎 

指導課指導副主査 小 野   望 指導課指導副主査 小 林 朋 史 

指導課指導副主査 河 原 大 輔 指導課指導副主査 佃   知 美 

指導課指導副主査 仲宗根 篤 史 指導課指導副主査 土 井 教 司 

保健体育課指導副主査 栢 野 健 一 教育研究研修センター指導主査 戸 川 倫 通 

教育研究研修センター指導副主査 松 岡 孝 佳 教育研究研修センター指導副主査 中 野 公 美 

教育研究研修センター指導副主査 赤 枝 辰 哉 事務局（教育企画総務課課長補佐） 澤 谷 好太郎 

事務局（教育企画総務課副主査） 藤 野   彰   

５ 議題及び結果 

第 18 号議案 令和２年度使用教科用図書の採択について 原案可決 

６ 教育長等の報告［令和元年６月１５日（土）～令和元年７月１２日（金）］ 
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○ 岡山市教育委員会定例会を開催する。 

 本日、傍聴希望者が１２人いらっしゃる。入室してもらってよいか。 

○ 〈承認〉 

○ それでは、日程第１に入る。会期について、本日１日限りとしてよろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ 日程第２、議事録をまたごらんいただき署名をお願いしたいと思う。 

 日程第３で事業報告であるが、何かご質問はないか。 

○ 教育長が訪問をされて、特に感心をされたこととか、お気づきの点をお教えい

ただけたらと思う。 

○ 私は今回は中山小学校、大元小学校、それから岡山後楽館中学校、庄内小学校

の４校を訪問した。 

 それぞれ学力向上についての取組や家庭学習への働きかけ、それから問題行動

への対応、また働き方改革をどのようにしていくかということを主に見てきた。 

 中山小学校は、学力向上については、朝学習をしっかり改善しようということ

で取り組まれていたり、授業を一人学びと仲間学びという言葉をつくって組み合

わせて取組をされたりしている。家庭学習については、授業の定着、つまり授業

の復習をしっかりしていくということであった。 

 問題行動については、不登校が２人いるが、しっかり関係機関につなげるとい

う取組をされている。働き方改革については、Ｃ４ｔｈを活用するのであるが、

一日の中で必ず一斉にみんな立ち上げる時間というのを設けて指示、伝達が徹底

するようにということをやっている。 

 次の大元小学校であるが、ここは成績もいいが、それを維持していくというの

が精いっぱいだということであった。教師が若くなっているということは、かな

り維持していくのにもこたえるんだということは話されていた。 

 それから、大元学習というノートをつくって復習をしているということであっ

た。今のムードを壊さないということが大切だということである。 

 それから、後楽館中学校は、授業力の向上を一番に考えているのだけども、や

はり高校に自動的に上がれるということで、学習意欲については３年生のときに

ほかの中学校と比べるとちょっと問題があるかな、ということも言われていた。

学校全体としては、できるだけ少人数の指導を心がけているということである。 

 本当は特別支援が必要な子もいるんだけども、ここは特別支援学級がないの

で、先生方もチーム後楽館中学校としての力で対応しているということであっ

た。 

 働き方改革については、これはこの学校の特徴だと思うが、少人数の学習を進

めていたり、高校との連携ということで、会議、相談をするということがものす

ごく、ほかの中学校に比べたら、やはり時間がかかるのかなということであった。 

 それから、家庭との連絡も大変で、例えば隣近所の子にこれ持っていってねと

いうわけにいかないので、全市が学区ということで、教師が行ったりとか、取り

に来てもらったりとか、いろいろ時間的には難しいということである。 

 今後、持続可能な中高一貫教育、中高一貫校とするためにどうすればいいのか
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ということをしっかり考えたいということであった。 

 最後に庄内小学校であるが、授業改善を積極的に推進している。核となる教師

の存在がやはり必要で、今のところいるが、これもつくっていかないといけない

なということも言われていた。 

 ここの特徴として、家庭学習について、いわゆる全国調査の結果とかアセスの

結果を全体のものを載せて、その裏に個別の学習目標を記入したペーパーを保護

者に向けて配布している。その子の課題をぱっと見たらわかるような形にして配

布しているので、非常に高い動機づけになるということであった。 

 それから、働き方改革については、定時退庁日を設定したり、Ｃ４ｔｈを活用

したりしているが、ここの特徴としては、５０人の職員以上にならないと設置の

必要性はないのだけれども、安全衛生委員会を置いて、それぞれの心身の状態を

把握したり、健康について話し合ったりしているということである。 

 先日、清水宗治祭があって、学校が地域に伝えているんだなと、子どもがそれ

を体感したということを話されていた。 

 どこの学校も年齢構成がどんどん若くなっているので、これを伸ばしていくの

はなかなか大変だという校長先生の素直なお気持ちだったと思う。 

 以上である。 

○ 先ほど、後楽館中学校で特別支援学級がないというお話で、対象となるお子さ

んがおられるけれども、チームの先生方のお力で対応されているということだっ

たのだが、今後もこのままチームの先生方のお力に従ってというか、それを頼り

にそういったお子さんの支援をされるという方針が続くということで理解して

よろしいか。 

○ これも検討していかないといけない点だと思う。特別支援学級は置かないとい

うことはこのまま続いていくと思うが、じゃあ、そういう子どもをどうしていく

かということについては、私自身は校長に特別支援学級を置いたらどうかと、入

ってくるときにはわからないが、入ってきてから、明らかにそういう子どもだと

いうことがわかったときに、厳しいということを言われていたので、つくったら

どうかなと言ったら、これはなかなか保護者等の理解が得られないのではないか

なということも言われていて、難しいかなとは思う。またこれも検討していく予

定である。 

○ 今、報告してくださったことの学力向上で現場はいろんな特色をもってやって

おられる中で、中学校の朝学というのは結構広まっているのか。中山中学校のほ

うであるか。 

○ 中山小学校である。後楽館中学校はやっていないと思う。 

○ 小学校が多いのか。 

○ そうである。 

○ この朝学は、朝の会の前にするのか。 

○ そうである。 

○ 何分ぐらいか。 

○ 大体１０分ぐらいがめどになる。 

○ 基礎ワークということか。 

○ はい。１週間、毎日するのだが、読書の日をとったりとか、読書を昼にもって

いったりするところもある。 

○ もう一つ、今もアセスがちょうど返る時期で、そのうち学力状況の結果も返る

と思うので、さっき言われた庄内小学校の裏面にというのは、これは庄内小学校

独自であるか。 

○ はい、それは広めたいと思う。 

○ 一斉には、例えば市の平均と個人のとか、チャートのような感じではあるかも

しれないが、さらにそれの裏といったら何なのか。もっと細かく分析しているの

か。 

○ この子がこういうところが今は弱くて、いいのはこういうところである、悪い
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のはこういうところなので、ここを家庭のほうでもよく見てくださいねというよ

うな感じのデータだと思う。ちょっと見せてもらったのだが。 

○ 一面にある数字のその差とかを、文面で保護者にわかりやすいような形で、と

いうものだろう。いろんな学校に広まったらいい。 

○ その他ないか。 

○ 〈なし〉 

７ 議事の大要  

教育長 

 

 

 

 

指導課課長代理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長 

 

指導課指導副主査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ それでは、次の議事に移るが、議案関係課以外の職員はここで退席をお願いす

る。 

 それでは、日程第４に入る。本日、まず非公開となる議案はないので、早速議

事に入りたいと思う。 

 日程第４、第１８号議案、指導課から説明をお願いする。 

○ 本議案は、岡山市立小学校、中学校、岡山後楽館中学校及び岡山後楽館高等学

校、並びに小学校及び中学校の特別支援学級における令和２年度使用教科用図書

を採択するものである。 

 初めに、小学校で使用する教科用図書の採択をお願いする。 

 委員の皆様には、見本本を事前にお渡しさせていただき、本日まで独自に調査

研究を進めていただいている。 

 見本本については、本日、同じ物を机上に並べさせていただこうと思っている。

ご審議の際に必要に応じて参考にしていただければと思う。 

 また、お配りしている教科書展示会での「アンケート」についても、参考にし

ていただければと考えている。 

 なお、種目ごとに採択する教科用図書と採択理由を決定していただくわけであ

るが、進め方については次のようにと考えている。 

 まず事務局のほうから、種目ごとに選定資料について簡単に説明する。 

 続いて、委員のほうから見本本または選定資料について質問や確認事項があれ

ば、事務局のほうから回答する。 

 ３番目に、各委員から採択すべき教科用図書とその理由について発表していた

だく。 

 意見が一致した場合は、採択理由について審議をしていただく。 

 意見が一致していない場合は、どの教科用図書がよいか十分意見交換した後、

採決により決定する。 

 教育長は採択した教科書と採択理由を確認して、採択理由については、選定資

料の項目３点程度にまとめたいと思う。 

 以上で小学校教科用図書についての説明を終わる。 

○ それでは、早速種目ごとに説明してもらう。 

 まずは国語について審議する。事務局から説明をお願いする。 

○ 国語について、各社の特徴を説明する。 

 まず、東京書籍である。各単元の学習で重点的に身につける力が「相手や目的

を考えて手紙を書く」、「理由や事例を挙げて書く」等の「言葉の力」として示さ

れ、学年を通して力が積み上がっていくように工夫されていることが挙げられ

た。 

 次に、学校図書である。第３学年以上に情報を論理的に捉える教材やイメージ

として捉える教材を配置し、情報の関係性を見出し、言葉にかかわる力を育成で

きるよう工夫されていることが挙げられた。 

 次に、教育出版である。短歌や百人一首、漢文等が幅広く取り上げられ、伝統

や文化に幅広く触れることができるようになっていることが挙げられた。 

 次に、光村図書である。「たいせつ」では、学習を通して身につける力や理解

するためのポイントが示されている。また、「読むこと」、「書くこと」の複合単

元を配置し、効果的に言葉の力がつくように設定されていることが挙げられた。 



 

 

教育長 

全委員 

教育長 

指導課課長代理 

教育長 

 

 

藤原委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石井委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上で説明を終わらせていただく。 

○ それでは、まず見本本または選定資料について質問や確認事項はないか。 

○ 〈なし〉 

○ 事務局のほうから何か追加することがあるか。 

○ ない。 

○ それでは、採択すべき教科用図書とその理由について各委員、各自で検討され

た結果を案としてご発表いただきたいと思う。 

 それでは、藤原委員、お願いする。 

○ 今、説明してくれた中で、２社に絞ってきた。あと委員の方々や教育長、皆さ

んの意見を聞いて、またいろいろ考えたいと思う。 

 国語で２社に絞ったのは、１社は東京書籍である。それから、もう１社は光村

図書である。いろいろ６学年を通じて見せてもらったが、雰囲気的に光村図書の

ほうは学年が上がっていくに従って、読みごたえがある感じと、ちょっと難しさ

も感じた。東京書籍のほうは、割と指導しやすいかなという雰囲気を感じた。だ

から、光村図書のほうが自由度が高いのか、ただ、本格的で扱いによっては深く

指導ができるかなという感じはした。ただ、具体的なことで言うと、東京書籍の

例えば将来は文法的になることとか、基礎を押さえることがきちっとできている

なと思ったのは、例えば「下のを」とか「下のへ」といったりすることの指導が

順序立ててうまくやっていけるなという感じがする。同じような促音って小さ

い、詰まる「っ」とかというと、結構子どもは詰まるのは詰まってしまうような

ところがあると思うが、そういうところをうまく押さえていると思う。 

 それから、言葉の力であるとか、書く力であるとか、そういうことを深めるた

めのノートのつくり方というのが東京書籍は全学年を通じて入っていたので、こ

れは子どもたちが自学自習をする上で便利がいいかなという感じがした。 

 すごく細かいところで言うと、物語、同じものを扱っているのが２社ともたく

さんあったと思うので、それぞれ同じ教材でどんな深め方をするのかなというの

でちょっと比較してみたが、割と東京書籍のほうは子どもたちにすぐフィットす

るような感じのところから、例えば好きなところを見つけようとかという感じで

入っていくので、特に低学年なんかはわかりやすいかなという感じがする。定番

の「大きなかぶ」のところでは、東京書籍は具体的な日本人の訳者の名前を書い

ている。でも、光村図書はロシアの民話と書いている。個人的にはロシアの民話

と書いたほうが雰囲気が出るのかなという感じで、そのあたりの細かいことがち

ょっと違うのかなと思った。 

 それから、もう一つ、情報の伝え方が今回学習指導要領に出ていると思うが、

それは２社ともとても丁寧にできていたと思う。より丁寧だったのは、東京書籍

の、例えばＳＮＳであるとか、インターネットであるとか、著作権であるとか、

そういうことに関しても６年生ではかなりたくさん扱っていたのではないかと

思って、新しい学習指導要領に含まれた事項について的確に押さえられているな

という感じがした。 

 ２社とも最近の科学的な読み物がたくさん取り込まれていて、説明文の勉強に

もなると思うが、その押さえ方はちゃんと根拠があるもので、両方ともとても内

容があるものだなと思った。一応２社に絞った。 

○ 私は、東京書籍を案として選択している。 

 理由は、一言で申し上げると、今の藤原委員のご説明の中でノートのつくり方

とか、低学年がわかりやすいというところのご説明もあったと思うが、子どもに

寄り添った構成、内容になっているということを強く感じることができた。子ど

もに必要なことを詰め込もうということが全面に出ない様子、あるいは上から目

線で教えようということではなく、子どもに寄り添うことで子どもの意欲や主体

性をある程度それを育むように教科書自体がなっているのかなと感じた。 

 具体的に申し上げると、最初に巻頭で学習の進め方とか言葉の力といったペー

ジが設けられて、また、１年間で頑張りたいことやできるようになりたいことは
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どんなことかなといった優しい問いかけがされているということ。何とかしまし

ょうとかという指示、命令になっている部分というのが一般的に多いと思うが、

そういった問いかけがされていること。それから、１年間の学習を振り返ってと

か、６年間の学習を振り返ってというページでも優しい問いかけがされていて、

子どもの生き方とか、自分の思いを大切にしているという姿勢が、子どもの主体

性を育むと感じた。 

 また、教科書自体も読みやすくて、物理的な余白も多いし、フォントが優しい

とか、挿入している絵とかキャラクターも優しくて、いろんなことがどんどん詰

め込まれてきている印象を、全般的にはほかの教科書も全部見ながらそう思った

けれども、あまり１ページに詰め込みがされてないというような印象を受けてい

る。 

 それ以外のところで申し上げると、こういった基礎、国語とか算数で基礎の科

目については、将来どういうふうに役に立つのかというのが見えにくい部分も若

干あるかなと思っていて、そういった部分をより見えるようにしていただきたい

なと思った。 

 あとは、国語を身につける上でのフレームワークというか、文章の読み方とか

分析の仕方とか、まとめていく力、発表するとか、そういうフレームワークを身

につけるようにしていただきたいということと、ＩＴとかＡＩもより踏まえた内

容を増やしてほしいなと希望をもった。 

 全般的には、世の中が変化していく中で、その急速な変化に教科書もより対応

を求められているんだなということを感じた。 

○ どの会社も甲乙つけがたくて迷ったが、私も藤原委員、あるいは石井委員と似

ているが、東京書籍と光村図書のどちらか。どちらかというと、東京書籍のほう

に軍配を上げる。 

 国語だけというのではなくて、今回、全般的に見させていただく私なりの視点

ということで、児童が主体的に学習していく基礎力を養うことができるかどうか

という視点で考えた。 

 一つは、学習のフレームワーク、何をどのように学ぶのかということがわかり

やすく示されているかどうか。これは最近の教員の先生方に若い先生がおられる

ということもあって、それは重要なのかなと思った。もう一つは、そのような中

でも幅広く多面的に学習する材料が掲載されているかどうか、この２つで見させ

ていただいた。 

 その観点からすると、東京書籍のほうは、非常にわかりやすいというか、まあ、

逆に言うと、ちょっと図式的過ぎるのかなという面もあったが、教科書の冒頭に

国語の学習の進め方だとか、こういったものは私が小学校のときはなかったもの

で、やはり進化しているのだなということを感じた。 

 逆に光村図書のほうは、もうちょっと膨らみがあるというか、教える側のトピ

ック度が高い場合には、非常にいろんな自由な教え方ができたりするのかなとい

うことは感じた。 

 特に着目したのが、国語の場合、小説だとか、情緒的な面もさることながら、

やはり文の進め方であるとか、説得力のあるロジックを展開するだとか、そうい

った基礎力が養えるような内容が東京書籍のほうには教材として入っていたの

かなと思った。特に国語のノートのつくり方であるとか、６年生の文章の論理の

進め方であるとか、説得力のある意見文を書く、こういった事柄は今後、どうし

ても日本人はそのあたりが弱いというか、自分の意見をロジックでもって説明し

て、説得力ある形でプレゼンテーションするという力を養う基礎というものにも

なるのかなと感じた。 

○ 東京書籍と光村図書が１年生から学ぶ国語の教科書として取っつきやすいの

ではないかなと見させていただいた。 

 特に私は幼児教育が自分の専門というか、常に幼児教育と接している部分があ

るので、幼児教育ではやはり「話す、聞く」ということが国語の最初の段階とし
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て小学校に上がるまでに親しんできているかなという視点で見ていくと、やはり

東京書籍の１年生の教科書を拝見すると、これも石井委員がおっしゃっていた

が、文字サイズとか、１ページに掲載されている文字数というのがすごく見やす

い感じで構成されているなと感じた。 

 光村図書は、すごくいろいろ工夫がなされていて、特に教科横断的な学習とい

う意味では、全ての教科の学習において国語力が大事なんだということを子ども

に理解できるような構成として、国語を中心にさまざまな教科につながってい

く、そういう構成を拝見することができたが、東京書籍においては、それももち

ろん大事なことなんだろうと思うが、やはり国語力を基礎に、先ほどのフレーム

ワークのように学ぶことに関連して、６年間を通して「話す、聞く、読む、書く」

の４類型というのがどの学年にも明示されていて、言葉の力を、４つの力を系統

的、段階的に学習して進められるように工夫されているなと感じた。 

 さらに、「生かそう」というコーナーを東京書籍はとられていたかと思うが、

今、先ほどの光村図書と同様、学習内容を教科横断的に活用するということと、

もう一つ、国語の学習を経て得た知識とか技能について、日常生活にどう生かし

ていくかという視点も加味された内容で構成されているのだなと感じたので、ど

ちらかというと東京書籍が１年生からページを追って学習していくのは、しやす

いのではないかと感じた。 

○ 皆さん、大体２社、東京書籍と光村図書というところでご意見をいただいてい

るが、どちらかに絞っていかないといけないが、つけ加えて何かないか。 

○ 今、片山委員が言われたのは、小学校１年生で頑張ったなということ、幼稚園

とか保育園からこども園から。光村図書のこの１年生のは、まあ、いろいろ想像

できる。いい天気があって、わくわくして、次の世界へ進めるんですと。ただ、

これを見て、大人の感覚だと、あ、これって毒キノコかなと思ったりして、余計

なことをちょっと思ってしまう、字がないところでいろいろ想像したら、これっ

て授業がどういうふうに発展させていくのかなと思う。もちろん、そういうとこ

ろも含めてのことで。東京書籍の場合は、とてもダイレクトで、「とんとんとん、

始めるよで、みんなで新しい友達と用意はいいかな、勉強の用意はできたかな」

というところで両極となっている。この入り方で、さあ、始めようとなる。小学

校に上がってすぐの国語としたら、何かこういう入りのほうが単純で、それで、

その次にコミュニケーションのことが出ている。「よろしくね」とか、人がつな

がるとか、声を届けるとか、挨拶とか。何かそれって割と子どものニーズには合

うのかな。でも、深く考える子は、この絵を見て、ああ、楽しい学校生活が待っ

ているとか、勉強が楽しみだなと思うかもしれないけど、かなり情報がいきなり

多くて、どう指導していくのかなというのは先生の力量にすごくかかわる気がし

た。だから、うまく持っていく人は、これで、さあ、始めようで子どものいろん

な興味をよく引き出すことができるのかな。でも、具体的なことがちょっと少な

い。お話楽しいなとか、集まって話そうとかあるのだが、１年生で不安な状態の

ときに、国語の勉強だけじゃなく、自クラスの中でどうやって折り合っていくの

かなという出発点としても入りやすいかなというのはちょっと感じた。 

○ 国語が得意とか苦手とか考えたときに、東京書籍のほうがよりそこの部分を意

識された構成を感じるというか、手とり足とりという部分が非常にしっかりして

いるように見える。そういう部分で苦手な子を少なくしようという、そういう誰

でも進められるようなというものをすごく強く感じた。 

○ どのように組み合わせていくかというのが教科書を見たら保護者にもわかる

し、もちろん先生にもわかりやすいという感じである。 

○ では、大体ご意見が一致しているようであるので、東京書籍のものを採択する

ということで決定してよろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ 採択理由をお願いする。 

○ いろいろお話しいただいたが、採択理由を３つにまとめさせていただいた。 
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 まず１点目は、石井委員による子どもに寄り添った構成になっている、このあ

たりで意欲や主体性につながっていくのではないかというところは、先ほど具体

的であるとか、わかりやすいとか、どの委員も言われたかなと思う。 

 ２点目に片山委員が触れた言葉の力が系統的に身につくということで、言葉の

力ということもたくさん出てきたかと思うので、２点目とする。 

 ３点目にノートのつくり方であるとか、学習の進め方であるとか、こういった

点はどの委員も言われたかなと思うので、そういった構成のところで工夫をして

いるという、そのあたりで３点目ということにさせていただこうと思う。 

○ よろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ それでは、国語については東京書籍ということで、国語についての審議を終わ

りたいと思う。 

 続いて書写について審議を行う。事務局のほうから説明をお願いする。 

○ 書写について各社の特徴を説明する。 

 まず、東京書籍である。目次、学び方、道具、姿勢、筆の持ち方、前学年まで

の復習がどの学年にも最初に掲載されており、系統的な指導ができる構成となっ

ていることが挙げられた。 

 次に学校図書である。書き込み欄が豊富に設けられ、教科書に直接書き込むこ

とで学習を進められるような構成になっていることが挙げられた。 

 次に教育出版である。文字を比べて話し合う場面が写真や吹き出し等で詳しく

掲載されており、児童が考えを伝え合うときのヒントになるように工夫されてい

ることが挙げられた。 

 次に光村図書である。第６学年には各学年で既習した内容をまとめた書写ブッ

クが添付されており、家庭で自主的な学習に取り組む際に活用できるように工夫

されていることが挙げられた。 

 最後に日本文教出版である。学習過程が「考える」「確かめる」「いかす」の３

段階で示され、流れに沿って学習することで基礎基本の定着につながるようにな

っていることが挙げられた。 

 以上で説明を終わらせていただく。 

○ それでは、国語のときと同じように進めてまいりたいと思うが、見本本や選定

資料について質問や確認事項、何かあるか。 

○ 〈なし〉 

○ それでは、採択すべき教科用図書とその理由について、各委員の結果を案とし

て発表いただきたいと思う。片山委員、お願いする。 

○ 私は、各社、どちらの教科書についても１年生から文字への関心を高めて、正

しく、丁寧な文字を書くための基本というのが写真等を含めて丁寧に学習できる

ように工夫されているなと思った。うちの娘もとにかく丁寧にということを何度

も言われてきていたので、その丁寧にというのがどういうことかというのが非常

にわかりやすく視覚的に示されているなと感じながら拝見した。 

 中でも私がとてもわかりやすいなと思ったのが日本文教出版のものである。と

ても関心があるので拝見しているが、運筆練習の段階からとても丁寧に、とめる

とか、払うとか、そういった丁寧に、きちんとした文字を書くということにどこ

に注意を払えばいいのか、そういったことが明確にわかりやすく示されていると

いう点で書写の授業に入りやすい、学習スタイルを身につけやすいのではないか

なと思った。それから、岡山市の子どもの課題として、書写の学び方が課題とし

て挙がっていたと思うが、その面に関しても、最初から丁寧に定着が図られてい

るのを感じた。 

 そのほか、東京書籍では、３年生の「書写のかぎ」というのが一連の中で特に

何が鍵としてそこは重視すべきなのかということがわかりやすいなと思った。 

 光村図書については、学習のめあてや話し合いの視点などが簡単に示してあっ

たり、マークを用いてその書き方のポイントとかが示されたり、発展が示された
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りしていて、自己学習は進めやすいなというふうにとても工夫してらっしゃるの

だが、やはり１年生からの学習の入りということで、私は日本文教出版がいいの

ではないかなと個人的に感じた。 

○ 私も結論的には片山委員と同じく日本文教出版がいいのではないかなと思っ

た。 

 ただ、各社非常によく工夫をされていて、ほぼ好みの問題に近いところがある

けれども、やはり、先ほど申し上げたような学習のフレームワークであるが、各

学年その冒頭で書写学習の進め方、「考える、確かめる、いかす」という流れが

書写の学習の進め方という形で明確に提示されていて、学ぶ側にとっては非常に

わかりやすいのかなと思った。各社ともそうであるが、カラフルで書写学習に対

する意欲というのを高めてくれるのかなと思った。 

○ 岡山市の子どもの課題の中で「日常生活において学習したものを使おうとする

意識が低いのに課題がある」と挙げられているが、書写そのものが大人になって

日常、実生活への実用性が減ってきているという点が考えられると感じている。

 大人になってから手書きで字を書くというのも、もう名前とか住所ぐらいしか

ほぼ手書きするものがない。あるいは、パソコンでブラインドタッチができるほ

うがより実用性があるのではないかという中で、読める字を書けること以上に、

美しい字を書くということが改めて書写の科目をどう捉えるんだというところ

が問われているような気がするし、それを子どもに認知していく必要があるのか

なと感じている。 

 国語と同様に東京書籍は丁寧に構成されているのだが、そういう点ではいいか

なと思ったが、日本文教出版は、６年生の教科書だと、書写学習の意義というの

が明示されていて、その中で、手書き文字には心があらわれるというか、書は伝

統文化、このあたりについては各教科書、触れられているのだが、書写って何で

やらなきゃいけないのかというところを改めてきちっと巻頭で書いてあるとい

うのは、一つポイントで子どもたちに伝える必要があるのではないかなと感じ

て、その点において日本文教出版がいいかなと思った。 

○ 私も２社に絞ってきたのだが、あまり差がない。今、日本文教出版と光村図書

で迷っているところがあるが、気持ち光村図書のほうがいいかなというところが

ある。書写が特殊な時間になったり、特殊な日本の伝統文化でありながら、あま

りなじみがないことになりそう。そのこと以前に自学自習できる書写の学び方が

不足している岡山市の子どもの課題を解決するために、毛筆でとめとかはねと

か、そういうことに関してすごくわかりやすい。猫のマークで勢いのよいところ

をすっといくとか、とめるとか、ものすごくわかりやすく書いてある。さらに４

年生のところでは、毛筆の始筆とか終筆とか、一番大事なところがどういうふう

にするかという確かめるシールまで付いている。だから、書写の時間が少ない中

で、より将来的な実用性という、お祝いを書いたり、何か書いたりするとき、毛

筆でやってみようかというところまで発展するとしたら、そういうわかりやすさ

もいいかなと思う。 

 一方では、授業として教えるのにやりやすいのはどれなのかなと思ったら、日

本文教出版がとても丁寧でわかりやすい。ただ、応用がきくかどうか、その辺は

ちょっと個人差があるのかな、教え方もあるのかなと思った。 

 一方で光村図書が残念だなと思って、そうやってはねやとめや始筆や終筆を大

事にする毛筆の基本を６年間かけて教えながら、最後の６年生の「自分だけの一

言」を書くのがある。芸能人とか有名人のこのページ。自分だけの一文字。確か

に池江さんとか、市川染五郎さんとか、小説家の鈴木さんとか、こういうことに

関心は子どもたちはあると思うが、６年間書写をしてこの字というのはちょっと

どうなのかなと思った。いいんですよ気持ちは。例えば希望の希があり、言葉に

書いてある奥深い意味はよくわかる。ただ、書写の本なので、最後の一文字が筆

で書いてない字が載って、なおかつ字体や結体があまりまとまってないのはいか

がなものかなと思った。 
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もう多数決でよいかと思うが。 

○ 日本文教出版が多かったが、ほかに光村図書や東京書籍のほうも票が入ってい

るようであるが、何かもう一度つけ加えておきたいことがあるか。 

○ 〈なし〉 

○ 今回、票が割れているので、手を挙げていただくということでよろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ それでは、東京書籍と光村図書と日本文教出版で、この３社でお願いする。 

 〈挙手による採択〉 

○ 日本文教出版ということで決めたいと思う。 

 それでは、採択の理由についてお願いする。 

○ １点目に、岡山市の子どもの課題でもある書写の学び方ということで、そうい

った学習のフレームワークのあたりが丁寧でよいというところ。 

 もう一点の課題である「日常生活において」というところで、書写学習の意義

がしっかり書かれているということ。 

 運筆練習が、とめや払いの説明など、とても明確で丁寧な構成になっていてよ

いというあたりを３点挙げ、採択理由としたいと思っている。 

○ 今の３項目で日本文教出版ということで書写は終わりたいと思う。 

 それでは、次の社会をしたいと思う。 

 事務局のほうから社会について説明をお願いする。 

○ 社会について各社の特徴を説明する。 

 まず、東京書籍である。社会科の学び方の基礎基本となる問題解決的な学習を

進めていくことができるよう、「つかむ」「調べる」「まとめる」過程がわかりや

すく示されていることが挙げられた。 

 次に、教育出版である。「学びのてびき」では、学習内容に応じた学び方や調

べ方、まとめ方が具体的に示されており、基礎基本の確実な定着につながるよう

になっていることが挙げられた。 

 次に、日本文教出版である。「問い」の欄と「見方・考え方」のコーナーを設

け、その時間に働かせる見方、考え方を示すことで、社会的事象の意味や特色を

捉えることができるように工夫されていることが挙げられた。 

 以上である。 

○ 見本本や選定資料について質問や確認されたいことはあるか。 

○ 〈なし〉 

○ それでは、同じように採択すべき教科用図書と、その理由について案として発

表していただきたいと思う。 

○ 私は、東京書籍を案として選択をしている。特に社会科において入り口として

最も大事なことは、自分の周囲を構成する要素である社会について、子どもの好

奇心をかき立てること、まずそこがスタートだと思うけれども、発達段階に応じ

て好奇心をかき立てる構成というのが非常によくできていて、キャラクターがド

ラえもんだったり、写真とか資料、それから宣伝シール、そういうページがあっ

たり、４コマ漫画とか、そういうのが随所にあって、子どもの好奇心が何か湧い

てくるのが想像できるという点も挙げたいと思う。 

 それから、これは偶然ではあるけれども、４学年では岡山市の水道が題材に直

接なっているということもあるし、そこから発展的な学習ができるようになって

いるということを挙げたいと思う。 

 あと、岡山市の子どもの課題である問題解決的な学習の方法、学び方が系統的

に身についてないというところに対応して、研究のほうでも指摘があったが、「つ

かむ」とか「調べる」とか「まとめる」という過程がわかりやすくなっていて、

問題解決のフレームワークというのが身につくようになっているのではないか

なと思っている。 

 内容としては、これは文科省が決めていることだからそうなっているのかもし

れないが、お金そのものとか投資だとか、そういう部分に触れるところというの
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があまりどの教科書もなくて、そういうものを身につけて、子どものころから考

え方を身につける部分があってもいいのではないかなという点と、それから、歴

史について身近に感じるという面があるので、歴史を学ぶというところのその意

味づけとか好奇心をかき立てるというところは、もうちょっと工夫が要るのでは

ないかなと感じた。 

○ どうしても社会になると、私の関心が法制度であるとか、政策になってしまっ

て、ややとんがった視点になるかもしれないが、その点だけはご理解いただいて。 

 ３社あるけれども、結論から申し上げると、私は日本文教出版がよいのではな

いかと思った。１社ずつコメントをしていくと、まず東京書籍、全般的に非常に

教科書づくりがうまいなという、わかりやすいなというところはよいのではない

かと思った。「つかむ」、「調べる」、「まとめる」であるとか、見方や考え方とい

う、要はガイド的なものがあって、よいのではないかと思った。 

 ただ、６年生で学ぶ憲法等については、ややちょっと記述が浅いような気がし

て、もうちょっと突っ込んだ記述があってもいいのかなと思った。ほかの各社も

共通するところであるけれども、何でその憲法が定められたかとか、その意義に

ついて、あまり突っ込んだ記述がないのかなというところはあった。 

 あと、歴史についても、ややちょっと記述が平板な気がして、なぜこういう歴

史の流れになっているのかというところがもうちょっとあってもよかったのか

なと思った。 

 あと、教育出版のほうは、非常に逆にかなりとんがった記述が多くて、多様な

物の見方だとか考え方が記載されているところが目を引いた。いわゆるハンセン

病だとかアイヌだとか障害者の問題であるとか、非常に突っ込んだ記述があっ

た。 

 ただ、その一方で、非常に障害者差別解消法だとか、薬の通信販売で実刑判決

が出たり、裁判員制度なんか、非常にトピックは満載なのだけれども、ひょっと

したら消化不良にならないかなと思ったりもした。 

 それで、最後に日本文教出版であるけれども、バランスがとれているように私

には感じられた。見方、考え方というか、オープンな質問があったりして、学習

に膨らみや広がりが期待できるのではないかなと思った。 

 先ほど言った憲法の問題であるとかについても、個人を尊重すべきなのだとい

うようなことであるとか、法の下の平等といった他社はそんなに突っ込んで書か

れてないところも書かれていたし、かなり新しい文献についても触れられている

のがポイントかなと思った。 

 それと、歴史についても、わかりやすい流れで書かれているように感じられた。 

 各社非常に特色があって甲乙つけがたいところではあるが、私は、日本文教出

版がいいのかなと思った。 

○ 東京書籍と日本文教出版で少し悩みつつ読ませていただいたところである。 

 いずれの出版社も写真や絵というのは、とてもふんだんに効果的に使われてい

るなというのが第一印象であった。特に歴史というのは、もちろん文字でどう系

統的に書かれているかがとても大事かと思うけれども、なかなか思いをその当時

をイメージしながら理解していくということにおいては、やはりどんな写真や絵

が含まれているかということは、その学習で理解をする上でもすごく大事な手だ

てになるのではないかなと思った。そのときに、やや東京書籍のほうがイメージ

しやすい、目の前にその情景が広がっているような、子どもの視点から見た風景

というのが掲載されている割合が多いのかなという印象をもった。 

 もう一つ、東京書籍の場合は、学習問題のコーナーというのが構成されていて、

そこの学習内容を振り返ってポイントをまとめるような投げかけがなされて、そ

こで今度は自分が得た知識をどんなふうにそれを自分で広げていくのかという

ところは、自分の視点で取り組むというところで今後の学習にも発展が促される

のではないかなと思った。 

 もう一点、東京書籍だけが５年生から２分冊になっているというところの、そ
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れぞれの学習、それぞれの教科書を手にとったときに、何を学習するのかという

ことが少し意識化されるのかなと思った。特に６年生では政治。国際編と歴史編

とに分かれて２分冊になっているというところで、６年生は中学校以降の学習へ

の意識づけというところで、そういう構成というのもこちらがいいかなと思うの

で、私は東京書籍のほうの推薦をしたいと思う。 

○ 私も東京書籍と日本文教出版のどちらかなと思って自分なりに考えたんだが、

日本文教出版の場合は、地域の方と密接するような素材を扱っているページが結

構多かった。例えば、総社のタンさん、ブラジル人の、割と岡山では有名な。だ

から、わかりやすいんだけれども、ああいう形の学習は地域学習の素材のまた別

冊ですることのほうがいいのかな、もっとほかのページを割くことのほうがいい

のかなというのはちょっとあった。同じようなことがほかのページにもあった。 

 ただ、日本文教出版がいいのは、学びを生かすということで、情報社会とか共

同の、コラボレーションの感じが新しい概念がとても丁寧だったので、いいかな

と思ったが、最終的には東京書籍かなと今思っている。 

 一番は、やはり問題解決的な学習がやりやすいのかなと思う。先ほどの「つか

む」とか「調べる」とか「まとめる」とか「生かす」、さらにそれの具体的なや

り方として提案文を書くようなページもあった。だから、自分がそれを知識とし

て取り入れて、それをどういうふうに生かしていくか、応用力がつくかというと

ころまで見定めていくのかなと思った。 

 それから、概念として、今一番多分必要なのが、例えば１８歳選挙権にしても、

シチズンシップ的な教育で、社会の中で自分がどう関わるかということまで社会

科は勉強していかないと、つながらないといけないのかなと思う。それは東京書

籍の場合は、責任ある社会的な活動であるとか、地域社会への参加であるとか、

民主的な社会であるとか、そういうことが割と多く取り上げられていたと思う。

６年生が歴史編と政治・国際編でやっぱりちょっと薄まってはいるなと思ったの

だが、中学校に入って地理的なこと、歴史的なことを深める入り口としてはこれ

ぐらいかなと思った。 

 それと、地域差で使いやすくなるのかなと思ったのは、３年生であったか、ど

っちかの教材を選ぶこと。例えば農家の仕事を選ぶのか、工場の仕事を選ぶのか、

かなりのページを使っていたと思うが、多分学校のある地域によっては、農家の

仕事といってもぴんとこないだろうし、工場の仕事といってもぴんとこないだろ

うし。だから、どっちかを入り口にして地域のことを学ぶというようなことで選

択ができることにまでしていたのは、工夫されているかなというのは感じた。 

○ 今のご意見であると、東京書籍を選択したいという方が３人ということで多い

ようなのだが、東京書籍で決定してもよろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ どの教科書もよく工夫はされていると思うが。それでは、東京書籍ということ

で、採択理由についてお願いする。 

○ １点目に、「つかむ」、「調べる」、「まとめる」の過程ということで、問題解決

的な学習の方法が丁寧に書かれているということで、そういった学習がしやすい

であろうということ。 

 ２点目に、「ひろげる」コーナーであるとか、提案文を書くところであるとか、

そういういろいろなことを広げたり、応用したりしていくことができるというと

ころが２点目。 

 ３点目としては、子どもの好奇心をかき立てるような構成と言われていたが、

興味、関心をしっかりもたせられるような、写真などもそうであるが、そういっ

たことがあるということで理由とさせていただけたらと思う。 

○ それでは、社会科は東京書籍ということで次に進めていきたいと思う。 

 それでは、地図について説明をお願いする。 

○ 地図について、各社の特徴を説明する。 

 まずは東京書籍である。ページいっぱいの鳥瞰図を掲載し、地図への興味関心
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を高める構成がされていたり、地図記号や産業の記号、方位や縮尺などが見開き

に一目でわかる配置となっていたりと、地図帳の基礎基本の定着が図れるような

工夫がなされているということが挙げられた。 

 次に帝国書院である。「地図マスターへの道」における３段階のレベルが設定

された３１カ所、８０問の問いや、「まとめのぬりつぶし」のコーナーがあるこ

とで、児童が意欲をもって地図帳を活用することができるよう工夫されていると

いうことが挙げられた。 

 以上で説明を終わらせていただく。 

○ 見本本、または選定資料について、質問、確認事項はあるか。 

○ 子どもたちに地図を持たせるのは、学年が下がるのか。今は何年生からか。 

○ 現行、今は４年生であるが、新学習指導要領から３年生となる。 

○ これが決まったとしたら、３年生にも持たせるということでいいか。 

○ そうである。 

○ それでは、理由と採択する社のものを案として発表していただく。 

○ これも非常に甲乙つけがたかったわけだが、個人的なことを言うと、私は学生

時代、地理が大嫌いで、何で嫌いなのかなというところで、歴史はストーリーが

あって、割とこう取っつきやすいというか、いろいろ調べたり、考えたりという

のがあったのだが、どうしても何か地理だと暗記みたいな感じがあって、そこが

好きじゃなかったのかなと思っている。 

 ただ、今回、見せていただいた帝国書院を見ると、やっぱりかなり進化してい

るなという印象をもっていて、まさしく主体的な学習というのができるように工

夫がなされているかなと思った。結論からいうと、帝国書院のほうがいいかなと

思っているのだが、選定資料の中に取り上げられているけれども、ハザードマッ

プづくりの手順が書かれているというのは、昨年の豪雨災害を引き合いに出すま

でもなく、非常に子どもにとって興味深く取り組むことができるのかなと思う。 

 あるいは、地図の最初のほうに、そもそも地図って何だろうとか、地図での約

束事だとか、そういったところを基本的なところから段階的に学習ができるよう

になっていて、こういう教科書だったら私も好きになっていたかもしれないなと

思った。 

○ 岡山市の子どもの課題のところに、地理的環境の特色や産業の現状等を白地図

にまとめていくことに課題があると書かれていたので、やはり私もあまり地図、

地理、こういう地図の学習はサボりがちで、なかなか主体的に取り組めなかった

のであるが、子どものころ、そういう視点で白地図にまとめるなんていうのはと

ても苦手だったので、やはり見てみたときの、その地図帳を手にとって眺めてみ

よう、見てみようと気持ちが向くことというのが第一に大事なのかなと思う。そ

うしたら、どちらが何回も見てみよう、見てみるとおもしろくなってもっと見て

みようとなるのかなという視点で見させていただいた。 

 どちらも工夫して内容が構成されているなと感じたが、特に複雑な地図の中に

いろいろな記号で畑のマークだったり、特産品であったり、そういったものが埋

め込まれていて、ここではこんなものがとれるのだとか、ここにはこんなものが

あるのだとか、あるいは世界の情勢との、世界の地理、状況とか地図とも結びつ

けて欄のほうに書いてあったり、そんなふうにおもしろく、日常生活に何か聞い

たら、これを見てみたら他ともつながって、自分で知ることができるというふう

な形のことがいろいろあったので、帝国書院の教科書が個人的にはより子どもが

手にとってみて、わかりやすく構成されているのかなと感じた。 

 それから、どちらももちろん内容的に産物とかは地図上に記載されていたが、

多少、帝国書院のほうが、色のグラデーションだと思うが、地図上に記載されて

いるものが浮き出て見やすいのかなと思った。地図の中にリンゴのマークだった

り、いろんなほかのマークがあったりすると思うが、そこが地図の字の面とそこ

に記載されているマークとの対照が、色の色彩面なのか、見やすく構成されてい

るなと感じ、若干帝国書院がいいのかなと個人的には思った。 
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○ 藤原委員お願いする。 

○ 私は帝国書院がいいかなと思う。東京書籍の地図も非常に中身が濃くて情報が

多い。小学校３年生から、４年間で見るんだったら情報が多くても発達段階に応

じて見ればいいかなと思うのだが、これは３年生、４年生で、もし配るとすると、

ちょっと情報量が多過ぎるかなという感じがした。それから、帝国書院の場合は

非常に「地図は帝国」みたいな時代がずっと長かったと思うが、やっぱりわかり

やすさとかなじみ深い感じの鳥瞰図などが多いなと感じた。 

 それから、今課題になっている日本の領土について、こことここが日本の領土

という書き方ではなくてうまく書いたなと思ったのは、日本の領土とその周りと

いうとこで、北端がどこ、南端がどこ、東の端はどこというふうに書いている。

そしたら、そこに入ってしまう。そこが尖閣であったり択捉であったりいうのは

見ればわかる。それが日本の領土という書き方ではない。だから、指導するほう

もしやすいのかなというのをちょっと感じた。 

 それから、自然災害と防災についてというようなタイムリーなことも丁寧に取

り上げてあって指導しやすいかなという感じで帝国書院を案にした。 

 こっちの欠点が一つ、東京書籍のこういう書き方がどうかなと思うのは、縮尺

をあらわすときに、領土と主な島ということで、日本と世界の主な島といったり

するページがあるのだが、そこに、例えばさっきの択捉島がこれぐらいの大きさ

である、こっちに来たら、日本列島の本州はこれぐらいの大きさである。ただ面

積を書いてあって、面積の単位は違う。何万平方キロメートルとか、ここは単な

るキロメートル。数字を見ればわかるが、学年の小さい子どもにとっては、私も

すごい単純に錯覚するのだが、本州の大きさと大島や佐渡島の大きさがどうなの

というのはちょっと錯覚に陥りやすい。そういうページがわかりやすくするため

にいっぱい比べているところに出てくるので、もっと小さなとこ、大きなところ

と比べるとかしたほうがいいのかなと思う。結構１ページだけじゃなくていろん

なページにあるので、ちょっと思ったが、でも、ひょっとしたら何か意図がある

のかもしれない。 

○ 石井委員お願いする。 

○ 妹尾委員、皆さんからお聞きして、地図が興味がもちにくい要素ってあるのか

と改めて感じた。そういう面でいけば、東京書籍は歴史とその地図の関連性がよ

り記載されているページがあって、地図自体とほかの何かをつなげて興味を湧か

せるような構成というのは考えられているのかなとも感じた。 

 一方で、領土のところを見てみると、帝国書院は最近よくニュースでも耳にす

る接続水域という言葉が出てきていて、東京書籍にはそういう接続水域という言

葉については説明がなかったということと、それから北方領土及び竹島の記載に

ついては、帝国書院は「他国が不法に占拠してます」ということで、不法にとい

う日本国のスタンスが明記されていて、東京書籍は、「占拠されていて日本は抗

議してます」という形になっているんだけども、若干弱いかなと思った。スタン

スのどっちが強いか弱いかでいくと帝国書院のほうがより明確かな、強いかなと

いうように見えた。 

 あと「地図マスターへの道」は、子どもがおもしろく活用するということも、

ちょっと東京書籍とは違うところで帝国書院は取り入れられているのかなと思

った。それぞれよさが違うところがあるが、領土のところはしっかり押さえてあ

るという意味で帝国書院を案として挙げたいと思う。 

○ いずれも帝国書院ということだが、何かつけ加えたいことはないか。 

○ 〈なし〉 

○ 帝国書院ということで決めたいと思う。採択理由についてお願いする。 

○ １点目に、子どもたちが興味深く主体的な学習につなぎやすいという点。それ

から２点目に、自然災害の防災のハザードマップのことであったり、現在の課題

をしっかり掲げていたりしていること。それから、日本の領土のあらわし方がよ

いということ。その３点を書かせていただきたいと思う。 
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○ それでは、地図については帝国書院ということで進めていきたいと思う。 

 続いて、算数の６社である。事務局から説明をお願いする。 

○ 算数について、各社の特徴を説明する。 

 まず、東京書籍である。写真やイラストを効果的に配置し、見やすい紙面とな

っているとともに、わかりやすく丁寧な問題解決の学習展開を通して、基礎的・

基本的な概念や性質、技能を確実に身につけることができるように工夫されてい

ることが挙げられた。 

 次に、大日本図書である。「じっくり深く学び合おう！」では、めあてを示し、

解決方法を次のページに配置することで自分の考えを図や式、言葉で表現する言

語活動が十分に行えるように工夫されていることが挙げられた。 

 次に、学校図書である。各単元の導入部分では、生活場面の身近な題材をスト

ーリーのあるイラストを用いて扱うことで学習していく内容を児童が理解し、見

通しがもてる構成になっていることが挙げられた。 

 次に、教育出版である。つまずきやすい学習内容は脚注コラム「よくあるまち

がい」「算数ミニクイズ」などで誤答例等を示したり、クイズ形式で示したりし

て意識化が図られていることが挙げられた。 

 次に、啓林館である。キャラクターを使って学習活動の支援をすることで、児

童の学習意欲を喚起するよう工夫されている。また、「もっと練習」のページを

示すなど、自主的に学習できるような工夫がなされていることが挙げられた。 

 次に、日本文教出版である。各学年に「自分でみんなで」が設けられ、問題解

決型学習の手順や具体的な着眼点が示され、既習事項を活用した話し合いができ

るように配慮されていることが挙げられた。 

○ 見本本または選定資料について質問、確認事項はあるか。 

○ 〈なし〉 

○ それでは、採択すべき教科用図書とその理由について検討してくださった結果

を案として、片山委員から発表いただきたいと思う。 

○ 私は、啓林館と東京書籍に保護者向けのメッセージが、教科書内はもちろん、

教科書の裏にも丁寧に書かれていてとても好感がもてた。というのも、やはり保

護者にとって、算数というのは子どもの点差が開きやすい、できる、できないと

いうのが明確になりやすい科目かと思う。そういった意味で学齢期の当初１年生

の算数から保護者の方の算数科の学習に対する理解を促すという、そういう文面

が教科書の裏表紙についているというのが、とても保護者の方の安心であった

り、どのようにサポートしていけばいいのか、どんなふうに学びをやっていけば

いいのかという点で好感がもてる、安心できる、保護者に対するメッセージ力が

大きいなと思う。 

 内容に関して拝見すると、やはり先ほど申したように算数科というのは差がつ

きやすいので、できるだけ苦手意識をもたずに楽しく学べる、そうやって算数の

世界に入っていくというのが１年生からとても大事なのではないかなと個人的

には考える。そうすると、啓林館はＱＲコードにつなぐと、動画でとても楽しく

学びに導入されているなと感じた。なので、遊びの延長線上の中で算数科の数字

に親しむという学習にも導入がとてもしやすいなと思う。 

 それからもう一点、啓林館のほうでは、６年生の線対称の学習というのが１４

ページにあったかと思う。線対称とかというのは日常生活の中でなかなか考えに

くいかなと思ったりしながら、自分の息子なんかもそうであるが、そうすると、

やはり写真や絵を使いながら、折る過程から開いた過程とかそういったプロセス

をなかなか言葉では理解しにくいところを視覚的に示してやって、１年生から６

年生までなかなか頭の中で考えることが、外に取り出しにくいことを視覚的に示

してある点で、啓林館はとても６年間の教科書としてわかりやすく構成されてい

るなと思う。 

 また、わくわく算数広場というところで学びをどんなふうに日常に生かしてい

くかというところで、学びの進化発展を促す効果が高いのではないかなと思う。
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同じく６年生の最後の、広がる算数というところでは、算数の苦手意識をもって

いても、算数って学ぶと将来につながっていいことあるかも、もうちょっと頑張

ってみようかなと中学校への数学教育の学習への意欲にもつながる可能性があ

るのかなと個人的に感じたので、私は啓林館の教科書を第一に考える。 

○ 藤原委員、お願いする。 

○ 私も東京書籍と啓林館で最後どちらかと考えた。どちらの出版社も学年が上が

るに従ってはそんなに差異はないが、入り口のところ、小学校１年生の導入のと

ころ、ものすごく差があるなという感じがした。 

 東京書籍の場合は２ページ目からすぐに足し算が出てくる。足し算が出てき

て、３ページから４ページにまた式が出てきて文章題が出ると。一方、啓林館は

１年生のスタートはとてもロースタートで、最初数の概念がすごくわかるように

して、それから１とか２の数字の練習もしながら足し算になっていく。多分小学

校１年生に入ってすぐ、１足す２とかといっても足し算の足すマークが書けたり

数字が書けたりするというのは、ちょっと性急なのではないかなという気がし

た。そういう意味では啓林館のスロースタートで積み重ねていくような感じがし

てわかりやすいかなと思う。結論としては、啓林館を推したいと思う。途中に関

しても広がりをとても大事にしておられる。東京書籍も、いろんな工夫をして例

えば練習問題であるとか、おもしろ問題にチャレンジですごく意欲が高まるよう

な、子どもにとってはおもしろいページがたくさんあるし、これ両方の出版社に

あるのだが、国際コースをやる子、和算のコース、和算の考え方で算数を考える

ような、そういうところは共通なのだが、啓林館は展開図のところ、岡山の子ど

ものところで、ほかのどこの子どもも一緒だと思うんだけど、図形の問題は結構

弱い子ができる分野じゃないかと思うが、そのときの展開図が４年生のところ

で、同じ立方体の展開図で１１種類も例がある、これだけあるのかと思うぐらい。

だから、１つか２つしか展開図がないようであれば違うことを考えた子は、これ

は自分は間違っていると思うかもしれないが、可能性が、直方体の展開図も含め

てこんなに限りなくあるのだから、どれを使っても用途に応じて使えるような、

そういう学びの広がりがあるかなと思った。だから、啓林館が最後のところでは、

広がる算数ということで、「学校を出たら算数は要らないと思ってませんか」と

いう、これは思う。そんなこと、算数を習ったこと、生活に活きてこないという

子もいる中で、いろんな例を挙げて「算数を学ぶ意味はこういうこともあるんで

すよ」いうのを実際の実生活のところまでつなげている。これはとても数学の先

への伸ばし方としてはいいかなと思う。最終的には啓林館かなと思った。 

○ 石井委員お願いする。 

○ 私は問題意識としては皆さんと一緒で、算数で差がつきやすいだとか、あるい

は分かれてしまうとか、そういった部分が教科書によって救われたらいいなとい

う思いを強くもっている。そういう目で決めさせていただいた。 

 私は東京書籍を案として選択した。全体的に子どもに寄り添う姿勢を、ほかの

科目でもそうなのだが、強く感じるというのが一番である。先ほど、委員からの

ご指摘もあった、６年生はほぼ全て図形からスタートして、目次をぱっと見ると、

対称の図形、線対称、点対称とどうもそのように書いてあるが、東京書籍は、つ

り合いのとれた図形を調べようと書いてある。数学がわかっている人から言えば

わかりにくいのかもしれないが、わからない人からすれば、自分のこととして入

っていきやすいのではないかなと思う。そういったところが随所にあって、恐怖

心というか苦手意識をもたないで進められるのではないかなと感じた。ただ、啓

林館は皆さんがご指摘のとおり、最後の何で算数を学ぶのかとか、将来の何か仕

事と算数の関係性というのが少しかいま見えて、おもしろいところはそういうと

ころだなとは感じたのだが、全般的に苦手意識をなくしたいという部分を強く意

識して東京書籍を案として選定した。 

○ 妹尾委員お願いする。 

○ 私も東京書籍と啓林館で迷ったが、最終的には啓林館がよいと思う。ほかの先
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生方がご指摘されているとおりで、算数あるいはそれにつながる数学を主体的に

学んでいくというのは、結局のところつまずきがあるかどうか、苦手意識をもつ

かどうかということに尽きるのかなと思う。将来何の役に立つかとかという疑問

を抱き始めるのは、やっぱりできない子がそういう哲学的な疑問に逃げてしまう

ところがあるので、あくまでつまずかないことというのが重要なのかなと思っ

た。 

 私のほうは１点、見させていただいたのだが、うちの息子が分数の割り算につ

まずいた。リンゴを４つに切って、１つは４分の１だというのはわかる。それを

４分の１で割るってどういうことなんだと。いや、割るんだからひっくり返すん

だとしか私は説明ができなかったんですけど、そこを各社ちょっと読み比べさせ

ていただき、一番すっきりわかったのが啓林館。うまく説明しているなと思った

ので、そこで決めた。 

○ そのほか何かつけ加えたいことがあるか。東京書籍か啓林館かということで。

啓林館のほうが多いのではあるのだが。特にないか。 

○ 〈なし〉 

○ それでは、啓林館が多いようなので、啓林館のほうに決めさせていただいても

よろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ 採択理由のほうだが、妹尾委員も言われた広がる算数というところで実生活に

つなげるとか、算数の学ぶ意味が書かれているといったところが１点目。２点目

としては、視覚的に示してあり、わかりやすいというご意見があったかと思う。

それから、３点目に藤原委員が１年生の導入の違いを言われたが、導入の仕方で

あったりとか、１年生については丁寧でよいということを挙げたいと思う。 

○ それでは、啓林館ということで審議を終わりたいと思う。 

 次の理科の説明をお願いする。 

○ 理科について各社の特徴を説明する。 

 まず、東京書籍である。理科の見方、考え方を働かせることができるよう比較、

関係づけ、条件制御、多面的に考えることについて「理科のミカタ」「学んだこ

とを使おう」の中で具体的に示されていることが挙げられた。 

 次に、大日本図書である。キャラクターの吹き出しには学年に応じた予想の仕

方や観察実験の計画の仕方、考察の仕方等について具体的な視点が示されてお

り、児童が対話しながら学習を進めることができるよう工夫されていることが挙

げられた。 

 次に、学校図書である。イメージ図やモデル図、フローチャート等を使い、違

う視点で考えたり表現したりすることで、より考えを深めることができる場面が

設定されていることが挙げられた。 

 次に、教育出版である。「問題」「観察・実験」「結論」という問題解決の過程

を重視し、基礎的基本的な内容の習得が図られている。また、単元の終わりに「確

かめ」があり、基礎的な内容の定着を図ることができるよう工夫されていること

が挙げられた。 

 次に、信州教育出版である。「まとめよう」では、手書き調のフォントやイラ

ストを使用し、児童に親しみやすいよう工夫されていることが挙げられた。 

 次に、啓林館である。「つなげよう」「理科の広場」では、学習したことが生活

のどのような場面で活用されているのかについて紹介されており、児童が学習の

有用性を感じられるとともに、児童が関心を高め、自発的に学習を発展させるこ

とができるよう工夫されていることが挙げられた。 

 以上である。 

○ 見本本または選定資料について質問や確認されたいことはあるか。 

○ 〈なし〉 

○ 事務局から何か追加して説明はあるか。 

○ ない。 
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○ それでは、採択すべき教科用図書とその理由について、各自で検討した結果を

案として発表を藤原委員お願いする。 

○ ２社について最後迷った。一つは教育出版で、一つは東京書籍である。どちら

も子どもにとってわかりやすいかなという感じはしたが、東京書籍の考え方とし

て、子どもたちが科学的に考えることに基礎になるようなことから扱っているな

と。例えば、１年生、２年生の生活科が終わっていきなり理科に入るときにイン

パクトがある「何で」。だから、多分理科の出発点は、「何で」ということでの疑

問からスタートをして科学的な考えに近づくと思うので、その基本コンセプトが

わかりやすく、中を見ても結構大きな字で考え方の流れが書いてある。それで、

予想もしながら計画的に考えて実験に移る。 

 だから、見ることから、気づくことから自分の考えが深まって理科的な見方に

なるという、この流れがとてもわかりやすくて、理科の苦手な子というか理科っ

て何なのという子にも取っつきやすいかなという気がした。教育出版ももちろん

悪くはなく、ただその辺の流れがより明確なのが東京書籍かなということであ

る。どちらも人の誕生、生命の誕生というのは大きく扱われている。これ、すご

いことだなと思う。多分理科だけで扱うのではなくて、ほかの家庭科であるとか

道徳であるとか、いろんなことと合科的なことでしたほうがいい単元だなと思っ

て見せてもらったが、どちらも資料的にはとてもよくできていたのではないかと

思う。ただ、東京書籍の判が大きいのは重たいだろうという気がするが、ランド

セルには入るのか。 

○ 石井委員、お願いする。 

○ 私は東京書籍を案として選出した。今、藤原委員もおっしゃったが、３年生に

「何で」って、この字が非常にインパクトがあって、委員のおっしゃったとおり、

自分の身近なところから「何で」を考える、そこが理科なんだというのを好奇心

をもって始められるような工夫がされていると思う。ただ、６年生になると、じ

ゃあそこの同じページには、あんなところにも理科、こんなことにも理科という

ふうになっていて、自分の身近なところからだんだんちょっとずつ離れていっ

て、今の周りにちょっと離れたところにあるところに理科がどうかかわっている

のかということが最後にはこういうふうにつながっていって、発達段階というか

うまく導入されて、深いところまで教える内容になっているのではないかなと感

じた。あとはノートの書き方とか振り返り、学習の進め方が明確で進めやすいか

なと思ったので東京書籍を選んだ。 

○ 妹尾委員、お願いする。 

○ 私も藤原委員、石井委員の意見に共感をもってお聞きした。結論から言うと、

東京書籍を推したいと思う。理科に限らず、実生活上で重要なのは、答えを出す

というよりも、どういった問題なのかを発見するということが重要なのかと思っ

ており、そこら辺、思考のフレームワークというのが高学年のほうの理科の学び

方ということで明確に提起され、まず問題をつかもうというところから入って、

そこから仮説を立てて観察、実験をして、実生活ではそこでトライアル・アンド・

エラーがある状況でも最後に考えてまとめるというようなものの見方、考え方、

特に理科の思考様式というところが明確に育っていくのはよいのかなと思った。

他社も同じであるが、やはり非常にカラフルで、写真もレイアウトを上手く使っ

ていて、理科に苦手意識をもつ子も少なくなるのではないかなと感じた。 

○ 片山委員、お願いする。 

○ 私も他の委員がおっしゃられたように東京書籍の教科書を個人的には一応推

薦させていただきたいと思った。その理由は、先ほども委員もおっしゃっていた

のだが、まず教科書サイズが大きいということが、どんなふうに他と違いを生む

のかということを考えながら見せてもらったときに、やはり気づくという視点で

見てみると、大判なので、その分やっぱり全ての写真が大きい。大きいと、じっ

くり見るところが細かく微細ではなくて割と大きく示してあるところが、じっく

り見てみて違いを探そうという、そういうふうな動機を生むのかな、そういった
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ところでやっぱり大きいことというのは大事なんだなということをまず感じた。 

 そして、東京書籍の場合は、学ぶ前の私と学んだ後の私ということで、気づく

ことによって何がわかることにつながり、わかったことでどういうふうに自分が

変化するのか。そういった視点も自己の成長という視点からの学び方だとか、科

学の目で何が問題点なのか発見することが大事だというようなことを、先ほどお

っしゃった委員がおられたが、私もそういう気づいたことによって自分が成長す

る、気づきから学びが深まっていく、全ての学習に通じるような理科の学習を通

じて、学び方のスタイルみたいなものも効果的に意識できるのかなと思った。 

 ただ、教育出版の一ついいなと思ったところがあり、考えるということが気づ

く、考える、発見する、何かを導く、自分で導くという学習が大事かなと思うの

だが、その中で他社が結果については写真とか絵で示してあって、自分で考えて

ごらんという情報提供だったように記憶しているが、教育出版は結果から考えよ

うというところで、考えの例が具体的に示してあった。それについては、やはり

今、思考力というのがとても大事だと言われている中で、なかなか発表で聞いて

も音として流れてしまうので、人がどう考えるのか、事例というのが視覚的に人

の考えの例というのがもう一度視覚的にどのような自分と比較できるかという

点で、とても自己学習に向いているのではないかなという点でとても迷ったが、

最終的には東京書籍を推薦したいと思う。 

○ そのほか何かつけ加えたいことがあるか。大体、東京書籍か教育出版かという

ことだが、東京書籍が多かったのだが。よろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ それでは、東京書籍ということで採択をしたいと思うが、理由についてお願い

する。 

○ まず１点目として、学習の進め方、理科の学び方といったところがわかりやす

く示してあるという点。それから、写真が大きいということで、理科で大切な気

づきを促している点がいいのではないかということ。それから、理科の見方、考

え方についてしっかり細かく示してあるというところ。この３点にさせていただ

こうと思っている。 

○ 以上の理由で、理科は東京書籍ということで審議を終わる。 

 それでは、生活についての説明を事務局のほうからお願いする。 

○ 生活について、各社の特徴を説明する。 

 まず、東京書籍である。新聞、折りたたみ絵本、パンフレット、ポスター、発

表会等まとめ方の表現方法が実物写真とともに示され、得られた情報を整理した

り発信したりする際の参考となるよう配慮されていることが挙げられた。 

 次に、大日本図書である。探検カメラを掲載し、児童が見つける楽しさを実感

できるように工夫されている。また、巻末の「がくしゅうどうぐばこ」では、草

花遊び、自然事象の変化等が幅広く紹介され、児童の関心を深め、発展的な学習

につながるよう配慮されていることが挙げられた。 

 次に、学校図書である。巻末の「生活科学び方図かん」では「話す・聞く・書

く・発表する」等の表現の仕方が示され、児童が自ら考えたり表現したりしやす

いように工夫されていることが挙げられた。 

 次に、教育出版である。単元末に設定された「まんぞくハシゴ」で、児童自身

が達成感を味わったり、振り返りを習慣化したりできるように工夫されているこ

とが挙げられた。 

 次に、信州教育出版である。大豆の畑づくりから収穫までの流れが詳しく記載

されており、「いっぱいみのったね」では大豆からつくられるものを調べること

で発展的な学習につなげられるよう工夫されていることが挙げられた。 

 次に、光村図書である。学んだことをもとに、実生活でやってみたいことをシ

ールに書き、教科書に直接貼ることができるようになっており、実生活の場面に

つなげることができるよう工夫されていることが挙げられた。 

 次に、啓林館である。学習内容にかかわる言葉の投げかけや写真を示し、児童
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の思いや願いを高めるとともに、紙面右端に学習のつながりがわかる言葉を示

し、活動で生まれた気づきや思いを次の活動につなげていくことができるように

工夫されていることが挙げられた。 

 次に、日本文教出版である。授業風景や教室のイラストや写真にカードや巻物、

紙芝居等、多様な表現方法が示されており、まとめ方を自分で選択して表現でき

るようになっていることが挙げられた。 

○ 見本本や選定資料について質問、確認事項ないか。 

○ 〈なし〉 

○ 事務局から追加説明はいいか。 

○ なし。 

○ では、教科用図書の社名とその理由について、発表いただけたらと思う。 

藤原委員お願いする。 

○ 迷ったのは日本文教出版と東京書籍だが、今東京書籍がいいかなと思ってい

る。生活科は１年生と２年生。多分、社会も理科も普通の生活の仕方に合体した

ようなものだと思うが、特に１年生は就学前の生活とのドッキングというかつな

がりが一番大事で、それは幼稚園や保育園では遊びの中で自然観察をしたり、友

達と仲よく遊んでたりしたようなことが少し勉強的になるかなという、その学び

の入り口に入るとして、東京書籍の分はとても具体的な活動や体験をもとにし

て、それが勉強というかた苦しいものではないんだけども、少し学習につながる

かなということがやりやすそうな感じがする。 

 それから、身近な生活にかかわる見方や考え方で、例えば通学路の安全である

とか、自分の一日の生活であるとか、それは考えながら、なおかつ町の探検で社

会や理科の関係になる自然であるとか地域とのつながりとか、そういうものに自

然に移行していくような形が上下巻とも感じられたので、東京書籍がいいかなと

思う。 

○ 石井委員、お願いする。 

○ 生活はすごい教科書が多くて、本当にだからそういう意味でよさがすごくそれ

ぞれ違うので非常に難しい、選ぶというのはなかなか難しいということと、それ

からそれぞれ好奇心をかき立てるような工夫がされていたのかなと思ったのだ

が、今の話にもあったが、東京書籍はやっぱり接続、ほかの科目もそうなんだが、

幼稚園、保育園から小学校、この場合は３年生にということだと思うんだが、こ

のつなぎの部分が非常にスムーズにできるように工夫がされているのかなと思

う。研究のところでも指摘がされている、町の探検とかそういうものが繰り返し

出てきて、自然と子どもたちが興味を湧くような内容、構成になっている。 

 それから、ほかの人と何回も繰り返しになってしまうが、フォントが大きくて

優しいとか見やすいといった点も東京書籍共通のことではあるが、繰り返しだが

改めて挙げさせていただいて、東京書籍を案として挙げたいと思う。 

○ 妹尾委員、お願いする。 

○ 私も同じく、結論としては東京書籍を推したいと思う。小学校１年生、２年生

の児童にとって非常に取っつきやすいというか、恐らく写真の使い方、レイアウ

トの使い方が上手かなと思う。特におもしろいなと思った試みが、選定資料の中

で指摘されているが、変形ページを使って植物の種から始まって双葉、それから

後花が咲くというのが一覧できるような形での工夫がなされていて、非常にレイ

アウト的におもしろいなと思った。 

 あと個人的には、私は実家がど田舎なのだが、岡山市はすごい都会だと思って

いるが、割とやっぱり植物の名前を知らない方が結構多くて、こんなにも知らな

いのかと思うことが多いのだが、身近な植物の名前だとかも結構丁寧に書かれて

いて、そのあたりも小学校１年生、２年生にとっては、特に実際にあまり触れ合

う機会がない、お子さんにとってはよいと思う。 

○ 片山委員、お願いする。 

○ 私もたくさんある中でいろいろおもしろく拝見したのだが、最終的には東京書
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籍を推薦したいなと思う。理由としては、やはり幼児教育期との接続ということ

を藤原委員はおっしゃっておられたが、私もそこはすごく興味深く拝見した。東

京書籍は、やはり上巻では、見る子どもの視線の高さという、すごくアングルを

大事に丁寧に取り扱われて写真や絵が掲載されているかなと思う。そのために１

年からさまざまな活動を子どもが体験的に学べる工夫がなされていると強く感

じた。 

 やはり幼児教育の延長上に生活科という接続のためのカリキュラムの一端が

入りやすく工夫されているかなと思う。特に上巻には身の回りの生活に自立的に

関わっていくということが大事にされ、その中では約束というのが欄外に設けら

れていたかと思うが、その約束の内容については幼児教育の遊びとか生活の中で

特に先生からいろいろと教えてもらってきたことが幼児化されていて、やはり幼

児教育で学んだことというのが生かされながら子どもは小学生になっていくと

いう意識がもちやすいのかなと思った。下巻では徐々に子どもが成長して、小学

生としての立ち居振る舞いをしていたらさまざまな気づきを経て、自然に生活を

広げ、科学的な視点、社会的な視点を身につけていけるような構成になっている

なと思った。 

 最後に、著作関係者のところに関心があり拝見したが、やはり幼児教育のよく

目にするそれぞれの分野の先生方のお名前を拝見し、やはり安心感があるな、生

活科を大事に編集してくださっているなと思い、東京書籍を推したいと思う。 

○ 皆さん、東京書籍ということで決まりそうだが、何かほかにつけ加えてお話し

になりたいことはあるか。 

○ 〈なし〉 

○ 生活科は東京書籍ということで、採択理由をお願いする。 

○ まず、一番に皆さんが言われた、就学前とのつながりであったり、３年生に向

かう社会や理科への自然なつながりがというところで採択理由とさせていただ

きたいと思う。それから２点目に、フォントだったりとか写真やレイアウト、ア

ングルまでいろいろ工夫されていて、変形ページもそうだが、そういったところ

で子どもたちが主体的にというか自分でページを見ることによって体験できた

りするような工夫がされているというところを挙げたいと思う。それから３点目

に、選定資料にあるが、町探検が繰り返し登場して、気づきの質が高まっていく

という、そういった点を挙げたいと思う。 

 以上である。 

○ 今の理由で、東京書籍を生活科は採択する。 

 それでは、続けて音楽のほうを事務局から説明をお願いする。 

○ 音楽について各社の特徴を説明する。 

 まず、教育出版である。音楽を形づくっている要素を「音楽のもと」として見

開きごとに示したり、巻末に「音楽のもと」のまとめを示したりしており、児童

が音楽的な見方、考え方を働かせる上で参考にすることができるように工夫され

ていることが挙げられた。 

 次に、教育芸術社である。キャラクターの吹き出しの中に課題意識をもつこと

ができるような問いかけや、児童が思いや考えをもち、学習のねらいや達成に向

かうことができる内容が示され、意見交換ができるようになっていることが挙げ

られた。 

 以上である。 

○ 見本本や選定資料について質問、確認事項はないか。 

○ 〈なし〉 

○ 事務局からつけ加える点はないか。 

○ なし。 

○ では、採択すべき教科用図書とその理由についての説明を、片山委員、お願い

する。 

○ 私はどちらも興味深く拝見したのだが、教育芸術社を個人的にはおもしろいか
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なというふうに拝見した。理由は、やはり先ほどもあったが、１年間の学習の見

取り図というのを、歌う、演奏する、つくるの表現部分と、聞く、鑑賞の領域に

分けてその学年の学習課題がわかりやすく配置されていて、何を今ポイントに学

んでいるのかなという意識づけにもなって、学習が意識をもって進めやすいかな

と思う。 

 ２つ目に、全ての学年において「心の歌」とか「歌いつごう日本の歌」のよう

に我が国の楽曲が紹介されていて、やはりグローバル化する中で、自国の文化継

承に関する教育内容が工夫されているという点で、音楽を楽しむことと自国を意

識するという点でとてもいいかなと思った。 

○ 妹尾委員、お願いする。 

○ 私も教育芸術社の教科書が適切ではないかなと考えた。先ほどの片山委員と重

なるのだが、教科書の冒頭に、例えば６年生であれば６年生の学習ということで

見取り図的なものが示されているというのが教育する側にとってはわかりやす

いかなと思った。それと選定資料の中でも触れられているが、キャラクターの吹

き出しの中に問いかけ、こういう問題意識というのを児童に示すという、そうい

う役割を果たしているので、このあたりも主体的に学習に取り組むことができる

のかなと思った。 

○ 石井委員、お願いする。 

○ ちょっと選べなかったので、皆さんの意見をお伺いしながら決めたいと思う。

個人的なことを言えば、私は音楽は苦手だったので、そういう意味で苦手意識が

ある中で改めて教科書を見てみて、あまりそれが払拭されるようなことはなかっ

たというところで。それを個人的なことで決めてはいけないので、今の岡山市の

子どもの課題の①番の、音楽を聞いて覚えて歌うことはできるが、曲や演奏のよ

さに触れ、よりよい表現を目指して主体的に考えて表現したい思いや意図をもつ

ことや、友達と考えを交流することに課題があると書かれてあるのだが、一方で、

今の子どもたちは、スマホを使ってＴｉｋＴｏｋという自分なりの歌とかダンス

を踊ったりするのを友達とやって、それをさらにいろんな人と共有するというの

を、今すごく使っているわけだけれども、それはだから課題があるというよりは、

むしろ今の子どもたちってすごいなっていう、むしろ発達しているなという、す

ごくそういう感想をもっているので、ここの課題のところと今の子どもたちの実

際の状況は一致してないと感じて、これはどういうことなのかなというのが改め

て理解ができなかったというところである。そういう今どきの音楽のことと、音

楽のそれ以外の要素というのがあると思うので、今片山委員がおっしゃったよう

に伝統的な日本の歌をつないでいくという部分とか、僕は主体的に学べる要素が

あるというのは、参考にさせていただきたいなと思う。 

○ 藤原委員、お願いする。 

○ 結論から言うと、教育芸術社がいいかなと思う。それは、先ほどから、いろん

な意見が出ているが、やはりこの教科を深めるために何をするのかというのが、

この扉にちゃんとある。これを見ながら、今日勉強する分はここのこれに合うと

かというふうに広げていけば、おのずとその授業の目標が想定化されて、子ども

にもわかりやすいのではという気がする。 

 それから、同じ楽曲でも今日は演奏するのはこことここを中心にするとか、い

つも振り返りができるとか、これであまりばらばらにならない授業のもとになる

かなと思う。 

 それから、振り返りにも例えば中のほうにある自分のリズムをつくるとか、曲

の感じに気をつけるとか音楽の特徴に気をつけて聞くとか、いわゆるその授業の

目標らしきことが必ずあるので、それはとても使いやすいと思う。 

 もう一つ、「君が代」の扱いだが、どの教科書にもあると思うが、教育芸術社

のはいつも巻末にある。ここにあるからわかりやすい。教育出版のはあるんだけ

ど、いろんなページにある。だから、そのつもりで開けないとわからない。教育

芸術社の場合にはいつも最後にあって、さらに発達段階に応じて説明文や写真が
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違う。だから、例えば「さざれ石」も学年によっては、何県のさざれ石とかいう

ことが書いてあるのは、特に無味乾燥に歌うことが多い中でわかりやすいかなと

思う。小学校１年生でも多分学校の入学式とか卒業式とか式典には必ず使われる

ものがあると思うので、必修の歌唱教材でなかってもやっぱり深めていくところ

は要ると思うので、その扱いはわかりやすいかなと思った。 

 もう一つ、編者について、編集者、著作の方について、どの本も大学の専門家

の方がたくさん関係しておられるようである。音楽に関してもこの編者もそれぞ

れ大学の先生が関係しておられるのだが、こと音楽は芸術教科ということであれ

ば本当のプロ。例えば教育芸術社であれば作曲家とか合唱の指揮者とか尺八の藤

原道山さんであるとかリコーダー奏者であるとか、それぞれの分野のオーソリテ

ィーの方が編集に携わっているというのは、割合本当に学者さんだけが考えても

できない部分が補完されるのではないかという感じがした。 

○ ３人が教育芸術社だったが、よろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ 音楽は教育芸術社ということで、採択理由をお願いする。 

○ ３人の委員が言われた、扉絵のところにある学年の学習というところでしっか

りねらい目がわかるようになっているという点と、２点目に選定資料にもあった

が、キャラクターの吹き出しの中に課題意識をもつ問いかけがあるという点、そ

れから３点目にこれも選定資料にあったが「歌いつごう日本の歌」と、こういっ

たところでしっかり今の伝統のほうも大切にしているということと、先ほど「君

が代」の話もあったが、そこを挙げさせていただきたいと思う。 

○ それでは、続いて図画工作である。 

 では、図画工作について事務局のほうから説明をお願いする。 

○ 図画工作について各社の特徴を説明する。 

 まず、開隆堂出版である。題材の扱い方や作品の見方を各学年の発達段階に応

じて取り上げており、系統的な指導ができる構成となっていることが挙げられ

た。 

 次に、日本文教出版である。はさみや絵の具の使い方など技法がわかる写真や

イラストが多く、安全指導や片づけの方法が各題材に配置されていることが挙げ

られた。 

 以上である。 

○ 見本本や選定資料について、質問や確認事項はないか。 

○ 〈なし〉 

○ 事務局のほうからつけ加えることはあるか。 

○ なし。 

○ それでは、採択すべき教科用図書とその理由について、検討した案を言ってい

ただきたいと思う。 

 妹尾委員からお願いする。 

○ 私は開隆堂のほうがいいのではないかと思った。甲乙つけがたいけれども、や

はり選定資料の中でも触れられているが、学習のめあてが冒頭で明確になってい

て、何を学ぶのかというところがガイド的に示されているというのが児童にとっ

ては参考になるかなと思う。あと、目次の欄にも題材の内容を色であらわす造形

遊び、絵、立体、工作、鑑賞とに分かれていって、そのあたりもわかりやすいの

かなと思った。 

○ 石井委員、お願いする。 

○ 開隆堂を案として選定した。図画工作という科目が一番自分らしさとか独自性

とかを発揮できる科目なのかなと考えており、表現の方法とか発想の視点という

のが数多く示されていて、楽しく主体的に取り組めるように工夫されているのか

なと感じた。一方で、５、６年生のところは「つながる思い」というところにつ

ながっていて、独自性ということとちょっと反対の概念も若干出てくると思う

が、デザインというのが社会で共有される大事な要素で、それがわかりやすくて
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みんなからの注目も出て、それは何なのかというのが学習できるような内容が含

まれていたと思う。今、ビジネスの世界でもデザイン経営という言葉がすごく出

てきており、ブランド力だとかイノベーションの力を高めるためにデザインの重

要性というのは非常に高まっていて、そういったことも若干意識されているよう

な内容を感じたので、その２点で開隆堂を選定した。 

○ 藤原委員、お願いする。 

○ 私も開隆堂が一番適切かなと思って読ませてもらった。開隆堂のは全部学年ご

とに表紙にテーマが書いてある。わくわくするよとか、見つけたよとか。全部が

全部それに入らないかもしれないが、そういう方向でこの学年は図画工作をやっ

ていくという感じがよく伝わった。だから、開隆堂はいろんな素材が多い、いろ

んな素材を活用して材料にして、工作であるとか作品づくりをしているなと。さ

らに、その結果だけではなくて、その最後のページの周りの資料のところに、工

具の使い方であるとか、それから技法的なことであるとか、その途中経過に大事

なことが割と丁寧に書いてあるので、これを見ながら、こうやったらもうちょっ

と好き勝手ができるんだなという感じがつかめるのではないかなと思う。 

 もう一つ、巻末に小さな美術館という扱いがあって、つくった作品が本当に展

示されるような感じであらわされている。もう一つは、つくった作品が遊びのも

とになる、遊び方にも、こういうふうに使ったら、つくった作品が表現したこと

だけじゃなくて遊びにも使えるよというような流れがあるのはとても実用的と

いうか、子どもさんにとってわかりやすい教科書かなという感じはした。 

○ 片山委員、お願いする。 

○ 私もほかの委員と同じように開隆堂の教科書がとてもおもしろいなと見せて

もらった。重なるので違うところだけ申し上げると、私は「くふうさん」、「ひら

めきさん」、「こころさん」という３つの観点がマークで示されているところがと

ても魅力的だなと思った。特に図画工作は、評価はつくのだが、やはり自分らし

く、何か感性だったり自分の中のいろんな感じ方を表現するという意味で、評価

の観点が自由な発想を促すようなそういう視点が設けられていて、人と比較した

り自分ができるできないという視点ではなくて、何を働かせて自分らしさをつく

っていくのかなということがすごく促されるのかなという観点で開隆堂の教科

書がいいかなと思った。 

○ つけ加えることはないか。 

○ 〈なし〉 

○ では、図画工作は全員一致で開隆堂ということである。採択理由についてお願

いする。 

○ まず、１点目に選定資料にあるけれども、学習のめあてが明確になっていると

いう点。それから、石井委員、片山委員が言われる自分らしさにつながるという

か、どういったものを働かせて自分らしさにつなげればよいかということがわか

りやすいというところ。それから３点目に、藤原委員が題材の扱い方について言

われたが、選定資料にもあるように、そういったところがしっかり発達段階に応

じて取り上げられていることで、子どもたちのスキルアップにつながっていくと

いった点を挙げたいと思う。 

○ 図画工作は開隆堂ということで採択が決まった。 

 続いて、家庭科について、事務局から説明をお願いする。 

○ 家庭科について各社の特徴を説明する。 

 まず、東京書籍である。５か所に「生活を変えるチャンス！」のコーナーが設

けられ、課題例や実践事例が豊富に掲載されるとともに、実践の進め方が丁寧に

紹介されており、学んだことを実生活でどのように生かせばよいのかイメージが

もちやすくなっていることが挙げられた。 

 次に、開隆堂である。「レッツトライ 生活の課題と実践」のページが設けら

れており、課題解決に向かうためのステップと取組の例が詳しく掲載され、家庭

での実践につなげやすい工夫がされていることが挙げられた。 
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 以上である。 

○ では、見本本や選定資料について、質問や確認事項はないか。 

○ 〈なし〉 

○ 事務局からつけ加えはないか。 

○ なし。 

○ それでは、教科用図書の社名とその理由について、石井委員お願いする。 

○ 私は開隆堂を案として選定した。また個人的な話で恐縮だが、子どものころは、

家庭科は女子が主体的に取り組む科目だという勝手な個人的な印象をもってい

たけれども、今は強く反省している。そういう意味で開隆堂の教科書の中では、

生活の見方、考え方というか４つの視点で整理されて、巻頭に提示されているこ

とで、学習の意義を感じることができること。それから、それぞれの題材の指摘

もされているけれども、「生活に生かそう」のコーナーが設けられていて、実際

につなげていくことができるというところを挙げたいと思う。より社会が男子も

女子も変わりなく家庭の仕事に取り組むということを踏まえた中身になってい

て、主体的に男子も取り組めると感じた。 

○ 藤原委員お願いする。 

○ 私も開隆堂の教科書が一番教えやすいかなという感じがした。一番開隆堂が、

先ほど、石井委員が言われたようなことも配慮しているなと思う。例えば、男の

子が三角巾をしたりする写真ももちろん多いが、さらにグローバルに、外国人も

モデルとして登場していたりして、そういう意味ではいろんな広い視点に立って

いる。最後のところで、９の項目で持続可能な社会を生きるということで、ＥＳ

ＤとかＳＤＧｓとか、その言葉は使わないけども、そういう観点を彷彿させると

ころがあり、幅広い他のそういうことを全部含めているんだなというのを感じ

た。もう一つ、左ききと右ききのことを割と詳しく書いている。左ききも７％と

か８％いるということになると、はさみや道具が全部違うというのが、教科書で

触れられていたら、あまり卑屈にならずに、やることもできるし、道具で工夫す

ればやりやすいかなと思った。右手用の道具を使うのは、やっぱりやりにくいこ

ともあるだろうし、そういうことからも配慮した、非常にやっぱり幅広い、奥の

深い取り上げ方かなという感じがした。 

○ 片山委員、お願いする。 

○ 私も開隆堂の教科書がいいかなと思った。理由は、まず単元ごとの学習のめあ

てが端的に示してあるので、２年間の学習内容が一覧できること。なので、今学

んでいることがどういうことなのか、どの部分の学習をしているのかというの

が、わかりやすいということと、さらに、中学校での学習に接続するように、「中

学校の学習に生かそう」というページがつけ加えられている点が、現在、未来と

つながって、学年進行に伴う学習内容の見通しがもちやすいという点がいいなと

思った。 

 それからもう一点、やはり「岡山市の子どもの課題」にもあるが、家庭科で学

習したことを、家庭、地域などのさまざまな場面で実践しようとする態度に課題

があるという中で、この開隆堂のテキストの中では、自分、家庭、地域、社会と

いうように、身近なところからだんだん周りに目を向けていって、社会の一員と

しての自分のあり方というものを意識化させるようなことがなされていて、いい

なと思った。生活者としての自分が、支えられている自分から、今度は支える立

場になっていく、そんな自己意識の変革を促すような視点での構成かなと思い、

この開隆堂を推薦したいと思う。 

○ 妹尾委員、お願いする。 

○ 私も開隆堂をと考えている。非常に多様な視点から、かつ一番科目として実践

的な科目なわけで、そこが生活の実際を目指して多面的に解説がされているかな

という感想をもった。 

 特に、ちょっと着目したのが、「生活を支えるお金と物」というところで、消

費者教育の最初の手ほどきみたいなことも書かれていて、このあたりのことも詳
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しく触れられているところがよいのではないかと考える。 

○ ４人の委員の皆さん、開隆堂ということで、決定してよろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ 採択理由についてお願いする。 

○ 選定資料にもあったが、「生活に生かそう」というコーナーが設けられて、日

常生活に生かせるような工夫がされていること。それから２点目に、単元ごとの

ねらいがわかりやすく示されていて、見通しをもって学習に取り組みやすくなっ

ている点。３点目に、多様な視点ということで、持続可能な社会であったりとか、

消費者教育であったりとか、現代的な課題などにも触れているという点。 

○ 以上の理由で開隆堂に決めたいと思う。 

 続いて、保健について事務局から説明をお願いする。 

○ 保健について、各社の特徴を説明する。 

 まず、東京書籍である。全単元が、児童の気づきをもとにした課題解決学習の

進め方で統一されており、児童の考えたり表現したりする力の継続的な育成が図

られていることが挙げられた。 

 次に、大日本図書。各単元の初めに、「わたしたちはどこかな？」という人探

しゲームのページがあり、各単元の学習内容に関連する人物を探す活動を通し

て、学習内容への興味関心を喚起する工夫がされていることが挙げられた。 

 次に、文教社。「新しい自分にレベルアップ」では、身につけた知識をもとに

自分の課題を考えたり、単元末の「○○せん言」では、授業での学びをどのよう

に生活へ生かしていくのかを考えたりできるようになっており、実生活の場面へ

の活用が図られていることが挙げられた。 

 次に、光文書院。まわりの人の意見を聞く活動や、実生活と関わりのある課題

について考えたり、書いたりする活動を取り入れるなど、言語活動の充実が図ら

れていることが挙げられた。 

 次に、学研教育みらい。「つかむ」、「考える・調べる」、「まとめ・深める」と

いうキーワードで課題解決的な学習に取り組みやすくなっていたり、「かがくの

目」で科学的な見方が示されたりしており、児童の考え、判断し、表現する力の

育成が図られていることが挙げられた。 

 以上である。 

○ 見本本や選定資料について、質問や確認事項はないか。 

○ 〈なし〉 

○ 事務局のほう、つけ加えはないか。 

○ なし。 

○ では、採択すべき教科用図書とその理由について、検討された結果を案として

お願いしたいと思う。 

 藤原委員、お願いする。 

○ 私は、学研教育みらいが適切かなと思った。どこの教科書会社も割とオールラ

ウンドにいろんなことを、生活習慣病に関してまで書いてあるが、特に薬物乱用

の害なんかには、学研教育みらいはとても丁寧に書き込みがあった。保健という

のは、今の自己の保健に関する課題だけじゃなくて、今の世の中に起きているこ

と、将来自分が関係するかもしれないということまで考えるところにいかないと

いけないと思うので、世の中で、薬物乱用の害がかなり出回っていて、それは大

きくなってからでは、もう何か意識の中に入りにくいと思うので、この保健の中

で、これぐらい丁寧に取り組まれているのは、いいことだなと思った。 

 そして、がんについての扱いが、最終的に迷ったのは東京書籍と学研教育みら

いだが、どちらもがんについては、とても丁寧に書かれていて、最後の着地のと

ころが、がんは治る病気だというメッセージを送らないといけないと思う。今、

２人に１人ががんで、子どもにはあまり関係ないにしても、保護者ががんになる

可能性は十分あるわけだから、それに対して、怯えず不安にならずに対処できる

としたら、科学的なことが多く書いてあるほうがいいかなと思う。それには、ど
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ちらの教科書会社も、がんは治ると最後は書いてあるのだけれども、学研教育み

らいが、より丁寧に、そのことに触れているので、より勉強していくと、これを

読んだだけでも勉強になるのかなという感じがした。 

 それから、悩みへの対処、メンタルな部分も、多分、小学校の高学年ぐらいに

なったら大きいと思う。それについても丁寧に書いてあると思う。もう一つ、付

随することで、子どもたちをどう呼ぶかというのを教科書を見たら、東京書籍は、

男の子にも女の子にも「さん」がついていた。それも、よく考えておられるなと

思った。一方、学研教育みらいは、「さん」ではなくて、名字とか名前とか、そ

れだけの記述で、いろいろやっぱり、「君」とか「さん」とかは区別しないよう

にしているんだなという配慮を両方感じた。 

○ 片山委員、お願いする。 

○ 私は、東京書籍と学研教育みらいで迷ったが、東京書籍を推薦したいと思う。

理由は、使い方にはいろいろ注意しないといけないこともあろうかとは思うが、

動画を効果的に使われているかなという点で、やはり今の子どもたちの生活に応

じた、動画を効果的に使う、ただしそこでは、ちゃんと保護者とか先生に使うと

きには相談してね、という注意喚起もきちんとなされている。例えば、手洗いな

んかでも、やはりほかの書籍でも手洗いの順序とかが写真を使って示してある

が、やっぱり動画だと、その紙面で示されている間の動きっていうのが、やっぱ

り効果的に見やすいなと思う。やはりそういった動画を使いながら、生活をきち

んと自分で整えていくという視点で、何か教材の効果的な活用という意味で、東

京書籍がいいなと思った。 

 もう一点は、先ほど藤原委員がおっしゃった、心の健康の部分に関してなのだ

が、５、６年生の東京書籍の教科書の中に、不安や悩みの単元の中で、対人関係

スキルを向上させるロールプレーイングというのが紹介されていて、それを実践

するような形で教科書が組まれていた。それをやっぱり応用して、いろんな面で

も使えると思うので、このロールプレーを効果的に生かしながら、心の健康を保

てる方法を自分で身につけてもらえたらいいなという思いで、私は東京書籍を推

薦したいと思う。 

○ 妹尾委員、お願いする。 

○ 私も東京書籍と学研教育みらいとで迷ったのだが、最終的には東京書籍を推薦

したいと思った。保健の関係がどんな感じで授業がされているのかというのが、

僕自身どうだったかというのもあまり記憶にないのだが、児童が自分でぱらぱら

読んでみて、それでも理解できる、自学ができるっていう視点も結構重要なのか

なと思っている。やっぱり、けがの予防、病気の予防であるとか、心の健康の問

題だとか、常に身近にある事柄で重要なことが書かれていて、これをぱらぱらっ

と見て学ぶだけでも結構役割としたらあるのかなと思っていて。その意味で、読

んでわかりやすいという面が東京書籍の教科書にはあるのかなと思った。 

○ 石井委員、お願いする。 

○ 私は、学研教育みらいを案として選択した。最もいいと思ったのは、巻頭のと

ころで、「健康って、どんなこと」と出てきて、一人一人が限りない能力とすて

きな個性をもっていますということで、保健は健康について考えるのだとか、そ

ういう権利、健康を勉強するのだなというのが、まずよくわかるということ。そ

れから、そのページの中に、障害者の方の写真が出ているが、健康について考え

ていくのだけども、どうしても、もう既にそれがマックスの状態で保たれてない

人もいるのだということを踏まえた上で、みんなで助け合い、支え合って、みん

な健康に生きていく社会をつくっていきましょうというのが明確に打ち出され

ていて、その部分で学び、考える、自分の頭の中で考えるとか興味をもつという

ことが、そこで進むのではないかなと感じた。 

 あとは、コラムの中で、「もっと知りたい・調べたい」というのが出てくるが、

非常に興味をもって勉強できるような内容が含まれていて、学研教育みらいが非

常にいいなと思う。 
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○ 初めて２対２になってしまったが、もうちょっと意見を伺わせていただけたら

と思う。東京書籍のほうで、片山委員と妹尾委員お願いする。 

○ 私は、どっちかというと悩んだほうなので、先生はどんな感じであるか。 

○ それを言われると、私も悩んだので。 

○ 何か、今の石井委員の話を聞いて、結構説得はされて。 

○ 東京書籍は、心のところが、お二方、ご指摘されていたので、それは、私は申

し上げなかったが、大事な要素というか、今、学校の中で起こっていることも踏

まえて、大事なことではあるかなと思う。 

○ 喫煙のところは何ページあるか。学研教育みらいが１、２。東京書籍は。 

○ 東京書籍が、４ページ。 

○ ４ページもある。 

 学研教育みらいは飲酒、喫煙はしないために、というページがある。 

○ 片山委員が言われた、動画とか、そういうことについても記述されているとい

うことで、東京書籍でいきたいなと思う。いかがであるか。 

○ 〈承認〉 

○ では、東京書籍ということで、採択理由をお願いする。 

○ それでは、理由のほうだが、委員が言われたが、動画が効果的に使われている

という点と、それから２点目にロールプレーの手法が丁寧に具体的に書いている

という点。それから、心の問題など、特に重要なところをしっかり丁寧に書かれ

ているというところがあったと思う。それは、ロールプレーとも関係するので、

それに当てるとして、もう一点は、自学ができるのではないか、読みやすい、よ

りわかりやすいというところを３点目にさせていただこうかと思う。 

○ ということで、東京書籍ということで進めていきたいと思う。 

 続いて、英語の説明をお願いする。これは初めてのものである。 

○ まず、東京書籍である。表現活動である「Ｅｎｊｏｙ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔ

ｉｏｎ」では第５学年の早い段階から会話例を文字として示しているが、自分の

ことを話すべき部分には色や絵がついており、児童が会話の内容を推測しやすい

よう工夫されている。また、第６学年では、主語・動詞が色分けされており、文

の構造を捉えやすくなっていることが挙げられた。 

 次に、開隆堂である。巻頭に「ＣＡＮ－ＤＯマップ」、各単元末に「ふりかえ

りをしよう」のコーナーが設けられており、学習の見通しを立て、活動後に振り

返りを行うことで、効果的に学習を進めることができるよう工夫されていること

が挙げられた。 

 次に、学校図書である。リスニングにおいて、内容を聞き取るだけでなく、そ

の内容が「自分にもあてはまると思うとき」は繰り返して発音することで、その

後の言語活動につながるよう工夫されていることが挙げられた。 

 次に、三省堂である。各学期に行う「ＪＵＭＰ」では、準備から自己表現まで

の活動の流れを絵や写真でわかりやすく説明しており、児童が見通しをもって言

語活動に取り組めるようになっている。また、準備した内容を全体に発表する前

に他の児童やグループと情報交換する場を設けており、その情報をもとに発表内

容を改善できるよう工夫されていることが挙げられた。 

 次に、教育出版である。巻末に付属されているシールを使ってピザをつくった

り、小学校で学んだことの集大成として「好きなこと」や「できること」を１文

ずつ書いて「Ｍｙ Ｂｏｏｋ」を作成したりする活動を設け、児童が意欲をもっ

て取り組めるよう工夫されていることが挙げられた。 

 次に、光村図書である。単元の構成が、「映像を見る」、「聞き取り」、「リズム

練習」、「ゲーム」、「英語でやりとり」、「書く」という流れで統一されており、短

時間の活動をテンポよく行うことで児童に十分なインプット・アウトプットを行

うことができるよう工夫されていることが挙げられた。 

 最後に、啓林館である。巻末の「Ｗｏｒｄ Ｌｉｓｔ」は、自分の表現したい

ことを調べやすいよう単語が分類されていたり、各単元の活動で使用できるよ
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う、絵カードが豊富に準備されていたりしており、児童にとって使いやすくなっ

ていることが挙げられた。 

 以上である。 

○ 教科書は拝見させていただいたけれども、テストだとか評価というものがどう

いった形になるかというのを、ご説明いただいたかもしれないが、改めてご説明

いただきたいと思う。 

○ 評価については、実はまだ明確には出ていない。１１月の時期を待ってという

ことになっているので、現段階ではちょっと申し上げられない状態になってい

る。 

○ 概要だとか方向性みたいなものも、まだ正式には出ていないということか。 

○ そうである。 

○ わかった。 

○ ほかに確認事項等ないか。 

○ 〈なし〉 

○ 事務局からつけ加えて、何かないか。 

○ なし。 

○ それでは、採択すべき教科用図書とその理由について、検討した結果を、藤原

委員からお願いする。 

○ 私は、迷ったのが、東京書籍と三省堂と啓林館で、３社になった。それぞれ、

いいところがあって、どれを使ってもやりやすいのかなと思ったが、結論から言

うと、三省堂の英語が、子どもたちにとって、目的もはっきり書かれていて、整

理しやすいかなという感じがある。それは、コーナーのところに三省堂は、例え

ばこれは「Ｌｉｓｔｅｎ ＆ Ｔａｌｋ」とか何か全部書いてある。「Ｌｉｓｔ

ｅｎ ＆ Ｔａｌｋ」、「Ｅｎｊｏｙ Ｌｉｓｔｅｎｉｎｇ」とか、「Ｗｒｉｔｅ

 ＆ Ｓｐｅａｋ」とか書いてあって、最終的に迷った東京書籍は、例えば「Ｅ

ｎｊｏｙ Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ」とか「Ｕｎｉｔ」とか「Ｙｏｕｒ Ｔ

ｕｒｎ」とか、雰囲気のことに関してはわかりやすいのだけれども、学習内容に

関して、これをどうやっていくかという目的には、ちょっと遠いかなという感じ

がして、使いやすいのが三省堂かなという感じがした。 

 それから、すっきりしているのと、東京書籍と三省堂を見て、最終的に、今言

った啓林館も、例えば「Ｃａｎ－Ｄｏ Ｌｉｓｔ」なんかというのは、中学校に

つながるところで、評価もやりやすいかなと思う。ただ、小学校英語と中学校は、

そこまで連動しなくていいのかなとも考えている。最終的には２社にしたのだ

が、書くというところで、すごく瑣末なことかもしれないけども、４本の線の薄

さが、東京書籍は３番目の線が薄くて、書きにくいのではないかなと思う。それ

が、三省堂はクリアだから、最終的には、４線の上に英語をどう書くかというこ

とまでつなげないといけないとしたら、わかりやすさは工夫してあるかなと思

う。それから、挿絵なんかも、割とはっきりしているというところで、三省堂を

推薦する。 

 ほかに、東京書籍の「Ｐｉｃｔｕｒｅ Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ」は、確かに便

利がいいなと思って、どこの教科書会社になっても、あれは使えるといいのかな

と思うが、そういうわけにはいかないだろう。本編だけで言うと三省堂が、目的

がはっきりして整理しやすい。また、コミュニケーションに役立つ表現が満遍な

く書かれている。それが、とてもわかりやすい。５年生の英語科になったときの

スタートが、世界の挨拶で始まっている。これは、これからの外国語は、英語だ

けではなく、いろんな国があって、その中の一つに英語圏があり、ツールとして

の英語を勉強するということを捉えていかないと、世界にはいっぱい、いろんな

国があって、いろんな言語があって、いろんな挨拶があるというところまで広げ

たいなと思った。その辺が、東京書籍には、ちょっと出だしがどうなのかなとい

う感じがした。 

 もう一つ、「日本のすてき」というシリーズが、どちらにもあるが、東京書籍
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の「日本のすてき」は、外国の人がどの仕事しているかな、という写真がずっと

シリーズで何枚かあるが、ちょっとわかりにくい。例えば、九州の「日本はすて

き」を出すときに、楽器の琵琶を弾いている絵があって、外国の人が持っている

のだが、この人、琵琶奏者なのだろうか、琵琶をつくる人なのだろうか、そのあ

たりのわかりにくさが、ちょっとあった。 

 一方で、三省堂は、「どの国に行ってみたいかな」のところで、地図の誘導と

か、日本の発見とかということで、５年生では、いろいろ日本と外国とのことに

ついての言葉が外国語として載っている。ただ、１つ残念だなと思ったのは、さ

っき地図のところでビジュアルなことについて、ちょっと触れて、島の大きさの

縮尺のあらわし方のわかりにくさを言ったが、この場合、沖縄がここに載ってい

る。これは地図帳でも、紙面の関係で、沖縄がこの辺に載る。沖縄の絵を、視覚

の面で、この図面のとり方がひょっとして上に行ったとしても、沖縄がここにあ

るというような、何となく錯覚に陥るかなという感じがした。 

○ 石井委員、お願いする。 

○ 東京書籍と三省堂で、どちらかなと非常に考えていたのだが、東京書籍を案と

して挙げたいと思う。まず、全体の構成として感じたのは、各社共通だけれども、

昔の中学校１年生からの英語が少し前倒しになるようなイメージではなく、本

当、一から順番にやっていくということではなくて、テーマというものが意識さ

れていて始まっている。したがって、突然過去形が入ったり、突然疑問文が入っ

たり、突然５Ｗ１Ｈが出てくるという意味で、私が中学校でスタートしたやり方

とは違うやり方を今は考えられていて、意識されているのかなと思った。各社全

ての教科書でそういう認識をもち「岡山市の子どもの課題」のところにも、「テ

ーマに基づいて」ということが記載にあるので、そういうことを意識されている

のかなと思う。 

 その中でも、三省堂は、中学校の英語で多分、よく使われているということも

踏まえて、やはり構成が中でもしっかりしていて、英語で身につけることが明確

で、その順番も、若干意識されているなと思った。あとは教科書を使った復習、

実習がしやすいのかなとも思った。一方で、東京書籍は、子どもが親しみとか好

奇心をもって、主体的に取り組めるような構成になっていて、バースデーカード

を送ろうとか、夢に近づく時間割りを紹介しようとか、ふるさとメニューを注文

しようというような、自分に近いところで興味の湧くテーマで進められていると

思った。 

 しっかりとした文法に近いところを勉強していくという意味では、三省堂がい

いと思うが、入り口として、これは新しく始まる教科なので、算数と似たような

位置づけで、苦手意識の子どもをつくらず、みんなが前向きにやっていこうとい

う意味において、東京書籍のほうがふさわしいのかなと思っている。ただ、評価

とか、そういうものがどうなるのかというのも影響があるのではないかなと思っ

たが、それがわからない中でも、東京書籍のほうがいいかなと思う。 

○ 妹尾委員、お願いする。 

○ 石井委員がおっしゃったところと重なるところがあるが、我々が中学校の英語

で学習した時代というのは、それこそ数学と同じような感じで、積み重ねで、「Ｔ

ｈｉｓ ｉｓ ａ ｐｅｎ．」から始まってという、それをひっくり返して疑問

文にしてというようなところから入ったわけだが、実際問題、「Ｉｓ ｔｈｉｓ

 ａ ｐｅｎ？」という質問するシチュエーションは、やはり、ないわけで。そ

ういう意味で、やっぱりちょっと小学校の英語に求められているものが何なのか

なというのは、この機会に考えた次第である。小５では、ひょっとしたら遅いの

かもしれないが、ある意味、理屈抜きで語学に触れて、覚えていくっていうとこ

ろができる、ぎりぎりの年齢なのかな。そういう意味で、とにかくシチュエーシ

ョンに応じて、頻出する表現、内容に触れる。かつ、できるだけ導入部分に苦手

意識をもたせないという観点から、とにかく楽しそうな内容で、かつ、いろんな

文例が、いろんなシチュエーションごとに掲載されているという視点から、どう
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なのかなというのを、私は見てみた。 

 その意味で、東京書籍が一番わかりやすい。特に、さっき藤原委員がおっしゃ

った、「Ｐｉｃｔｕｒｅ Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ」というのが、これがまとめ的

にうまくまとまっていて、これに立ち返ることで、頻出する表現について再確認

ができるという、非常に便利なものになっているかなと思った。そういう意味で

も、東京書籍を推したいと思う。 

○ 片山委員、お願いする。 

○ 私も、東京書籍と三省堂で迷ったのだが、最終的にはやっぱり東京書籍がいい

かなと個人的に思っている。その理由は、やはり昨年度、岡山中央小学校の英語

の授業を拝見したのだが、そのときに強烈な印象だったのは、子どもたちが、日

本人の先生とＡＬＴの先生、お二方で授業してくださっていたときに、全くＡＬ

Ｔの先生に対して抵抗がない、ノンストレスだったということである。それは、

やっぱり自分たちは日本人、ＡＬＴの先生は、どこかヨーロッパの先生だったか

と思うが、そこに全く、同じ人間だという意識であったということで、対等に話

をしたし、主張もしていたというところで。小学校英語で一番、私は大事なのは、

読み書きというよりは、聞く話すかなということを、あのときに強烈に感じた。 

 その聞く話すということで考えたときに、今度、この英語の授業をどなたがな

さるんだろうということである。ＡＬＴの先生がたくさんいらっしゃるのか、日

本人の先生もたくさんお教えになるんだとは思うが、そこで正しい発音を耳から

入れるというのは、とても重要なことかなと思う。ＱＲコードにこだわるわけで

は全然ないが、東京書籍は、先ほどの「Ｐｉｃｔｕｒｅ Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ」

も、それからこのテキストにおいても、ＱＲコードを出されて、そして、そこで

生のネイティブな発音が聞けるように、随所にそういう工夫がなされているかな

と思う。最初に聞くものなので、本物を聞くというのは大事かなと思う。大学も

リスニングを重視される入試の時代になるし、国際人として、聞く話すというの

を、まず入っていくところでは重視して、そこから発達段階に応じて、書く、読

むというところに入っていけてもいいのかなということで、東京書籍を個人的に

推したいと思う。 

○ 何か、他につけ加えておっしゃりたいことはないか。 

 東京書籍と三省堂がたくさんの意見があり、東京書籍のほうが若干多いという

ことだが、東京書籍で採択してもよいか。 

○ 〈承認〉 

○ では、今まで皆さんがおっしゃってくださったことで、一番使いやすいのかな

ということはあると思う。三省堂は、中学校との絡みではいいのかもしれないが、

少し目的が小学校と中学校では違うのかなというあたりの、読む聞くとかの、外

国語をとにかく楽しく勉強しようというのが小学校では、ということであったと

思う。東京書籍ということで採択をする。 

○ 楽しく学習ということで、興味が湧くようなテーマで、小学校ということから、

教育長が言われた点が１点。それから、妹尾委員が言われた、選定資料にもある

「Ｐｉｃｔｕｒｅ Ｄｉｃｔｉｏｎａｒｙ」があるということ。片山委員が言わ

れたが、やはり正しい発音が最初に聞けるというのが大切ではないかというご意

見があったので、それら３点でいかがであろうか。 

○ では、英語は東京書籍を採択したいと思う。 

 次に、道徳について事務局から説明をお願いする。 

○ 道徳について説明する。 

 まず、東京書籍である。問題解決的な学習に対応した教材「問題を見つけて考

える」では、考えるポイントや考えるステップが示され、児童が自ら考え、判断

できるようになっていることが挙げられた。 

 次に、学校図書である。「まなび」の巻末にある「まなびのヒント」に役割演

技や話し合いの仕方等が示されており、道徳的行為に関する体験的な学習や自分

の考えを表現する機会の充実が図られていることが挙げられた。 
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 次に、教育出版である。現在、国内外で活躍する人や日本社会の発展に貢献し

た先人たちが多数紹介されており、日本の歴史を知り、我が国のよさを実感でき

るようになっていることが挙げられた。 

 次に、光村図書である。各教材の初めには、吹き出しで授業の導入のヒントが、

「考えよう・話し合おう」ではめあてや問いが整理されており、授業で何を学ぶ

のかがわかりやすく、道徳的価値について理解しやすくなっていることが挙げら

れた。 

 次に、日本文教出版である。「学習の手引き」では、問題解決的な学習や体験

的な学習について具体的に示され、児童が多面的・多角的に考え、表現できるよ

うになっていることが挙げられた。 

 次に、光文書院である。各教材で、初めに教材を通して考えたいことが、下段

に道徳的価値について多様に考える問いが、さらに最後には、考えたことをまと

めるための発問や活動が示され、道徳的価値について考えを深めることができる

よう工夫されていることが挙げられた。 

 次に、学研教育みらいである。教材の後ろには、「やってみよう・つなげよう・

広げよう・深めよう」といったページが示されており、多様に学びを展開したり、

学んだことを実生活につないだりできるよう工夫されていることが挙げられた。 

 最後に、廣済堂あかつきである。各教材に「学習の道すじ」として、「めあて」

と「めあて」を踏まえて捉えさせたい道徳的価値に向かう発問が示されており、

児童が道徳的価値に焦点化して考えることができるよう配慮されていることが

挙げられた。 

 以上である。 

○ 何か見本本や選定資料について、質問や確認事項はないか。 

○ 〈なし〉 

○ それでは、同じように社名と理由を、片山委員からお願いしたいと思う。 

○ 私は、日本文教出版と光村図書で、とても悩んでいる。 

 まず、日本文教出版に関しては、よりよく生きるために大切なことということ

で、道徳学習の目標が端的にあらわされていて、各学年の学習内容が展開されて

いるという点で、今、何を学んでいるのだろうというところが、最終的には全て、

よりよく生きるために大切なことは何かというところに返っていくところが、と

てもわかりやすいなと思った。それから、「学習の手引き」では、教材をもとに、

どのように考えを深めていけばいいのか、具体的な学習の道筋が示されていて、

考え方、どういうふうにしたら、よりよく生きる大切なことにつながっていくの

かというステップがわかりやすいかなということで、道徳ノートも具体的に示さ

れて、これも有用であろうと思った。ということで、初任の先生でも指導されや

すいかなと思った。 

 それから、光村図書に関しては、「考えよう」とか「話し合おう」ということ

が書いてあって、「岡山市の子どもの課題」である「自分自身の問題として主体

的に考え、自分の考えを表現する」、それは他者の意見を聞くことということで、

実際の場面において自分で判断し、行動できるような力をつけるために、いい教

材になっているのではないかなと思った。 

 最終的には、決めかねるところではあるが、日本文教出版を個人的には推薦し

たいと思う。 

○ 妹尾委員、お願いする。 

○ 私も日本文教出版がよいのではないかと思う。今回の教科書の採択全般がそう

なのだが、主体性、主体的というのがキーワードだと思っていて、選定資料の中

でも、先ほど片山委員もおっしゃったが、「道徳的価値についての理解をもとに、

自分自身の問題として主体的に考え、自分の考えを表現することに課題がある」

というふうに記載されている。おそらくなのだが、これは日本人全般の問題かも

しれないが、「道徳的価値についての理解」というところは、多分、皆さん、そ

んなに、できていると言うとおかしいが、それを「自分自身の問題として主体的
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に捉えて、どう行動していくのか」という力が、やや欠けるところがあるのかな、

これは自分自身を振り返ってでもあるのだが、そう思っていて。そのあたりのと

ころを、教科化されたわけであるから、力点を置いてやっていったらいいのかな

と思っている。 

 その意味で、日本文教出版の教材というのが優れているのではないかと思っ

た。具体的に言うと、６年生の「わたしのせいじゃない」というテーマで書かれ

ていて、泣いている子がいるのに、みんな私のせいじゃない、周りの子１４人が、

みんながそれぞれ言いわけをしている。それに関して、「考えてみよう」という

欄があって、この学級のいじめをとめるために、あなたなら、１から１４の誰に、

どのように話しかけるかなという、こういう実践的な問いかけがあって。そのあ

たりが、非常に突っ込んで、なかなか自分でも考えてみたが、悩ましいなと、何

か大人の縮図かなという感じもするのだが。そのあたりが非常によいのではない

かなと思った。 

 あと、出されている教材の例も、命にかかわることが結構多く掲載されていて、

常に、いじめの問題であるとか、人の命ももちろん大切にしなければいけないが、

その反面として、自分の命も大切にしなければいけないという、そのあたりのと

ころも学習ができるのではないかと思い、日本文教出版が一推しということであ

る。 

○ 石井委員、お願いする。 

○ 道徳が始まって１年ということで、前回の教育委員会での選定から変化させる

理由等は見当たらないので、前回の選定と同様に日本文教出版を継続して利用す

るということで。特に、道徳も始まって１年ということもあるし、前回選定した

理由も適切だったということをあわせて、日本文教出版を選定した。 

○ 藤原委員、お願いする。 

○ 私も最後に迷ったのは、光村図書と日本文教出版であった。光村図書は、やっ

ぱり読み物のところはものすごく充実している。道徳だから、感性に訴えて、読

んだだけでも道徳的価値を学ぶとこともあると思うので、そういう意味では、と

てもいい教材をたくさん置いているなという感じがした。ただ、それを指導する

としたら、子どもらに読ませて考えさせるだけではないことを考えると、日本文

教出版のほうが系統的にいろんなことを取り上げて、指導しやすい、子どもらも

学びやすいかなという中身かなと思った。 

 出だしも、小学校１年生のときに、既に私は何々名人という、これは多分、み

んなが違っていて、いい個性があるよというのを、一番に教えないと、いじめに

なる可能性とか、自分はみんなとちょっと違うとか、そういうことにつながりや

すいと思うが、何々名人というのは、難しいことを言わなくても、すごく個性を

大事にするというのが感じられる。だから、道徳的価値が何とかというよりも、

１年生の出だしのところでは、この人はこういう個性がある、この人はこういう

個性があるというのを、「名人」ということであらわされているかなと思った。 

 その流れでいって、やっぱり道徳的価値として知っていることが、自分の生活

の中で行動できるようなことになるためにということで、「いじめ」のところで

は、「いじめ」と「いじり」ということで、学校でよくあるのは、やっぱり、「い

じり」で、「いじめ」ではないと思っている。先ほど妹尾委員の「私のせいじゃ

ない」というところと重なる部分がある。それをちゃんと、傍観者がこういうこ

とじゃいけないというのを四層構造を使って、構造的に教えているという点で

も、使いやすさも、いいところかなと思ったので、日本文教出版がいいと思った。 

○ 皆さん、日本文教出版が適しているということで、決めたいと思う。 

○ 片山委員が言われていた、「学習の手引き」であったり道徳ノートであったり

というのが選定資料にもあるので、これのよさであったりとか、それから妹尾委

員が言われた、これも選定資料にも掲載があるが、「考えてみよう」というとこ

ろで、自分のこととして、自分とのかかわりで考えていけれるような工夫がなさ

れている点も挙げたいと思う。それから最後に、藤原委員が言われたが、系統的
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に指導しやすかったり、学習しやすかったり、そういった点も挙げることができ

る。 

○ それでは、以上の理由で日本文教出版ということで採択したいと思う。 

 以上で小学校の教科用図書についての採択を終わろうと思う。 

 事務局から、続けて説明をお願いする。 

○ 小学校の教科用図書が決まったので、続いて特別支援学級で使用する教科用図

書についてお願いする。 

 それでは、特別支援学級で使用する教科用図書については、より児童・生徒の

実態に合った教科用図書を使用するということで、各学校のほうで選定委員会を

組織し、採択いただきたい教科用図書を選定している。事務局で必要な指導助言

を加えた上で、資料にある「令和２年度使用特別支援学級教科用図書選定資料」

のほうを取りまとめている。一覧表のほうもあるので、あわせてごらんいただき

たい。 

 本日は、その資料にある絵本等の一般図書１３４冊と文部科学省の著作本１３

冊の合計１４７冊全ての採択をお願いしたいと考えている。本日、机上のほうに

置かせていただいているのは、今年度新しく採択していただきたい図書を並べさ

せていただいている。そのほか、１４７冊であるので、そのほかについては、教

育長の後ろにあるボックスの真ん中と左側のほうが一般図書となっている。必要

に応じてごらんいただければと思う。 

 以上である。 

○ 最終的には、各学校の特別支援学級の障害の程度とか種類とか、個人差によっ

て、一人ずつが違っていいということか。 

○ そうである。 

○ それは、根拠としているのは、担任の先生が一人一人をよく見ているのだろう

けども、交流とか、流れの積み重ね、そういうことも使うのか。 

○ 各学校のほうから、一人一人の実態を話して、それから今までの給与履歴もあ

わせて見て、そのあたりが段階的に選ばれているかどうかというあたりをこちら

のほうでチェックしている。それから、教育支援計画であるとか指導計画も、場

合によっては細かく聞き取りをさせていただきながら、実態に合ったものが選ば

れているかどうかというところを、こちらで見ている。 

○ 例えば、６人同じクラスにいても、それぞれが違うということもあるか。 

○ そうである。実態に合わせているので、場合によっては、そのようなケースも

ある。 

○ ほかにご質問等はないか。 

○ 現場で適切なものが選ばれているということである。 

○ 事務局から示された案のとおり採択するということで結構か。 

○ 〈承認〉 

○ それでは、案のとおり採択するということでお願いする。 

 事務局から続けてお願いしたい。 

 それでは続いて、高等学校、岡山後楽館高等学校用教科用図書について、事務

局から説明をお願いする。 

○ 続いて、岡山後楽館高等学校用教科用図書について採択をお願いする。 

 後楽館高校のほうは、単位制の総合学科で、カリキュラムをそれぞれ組んでい

るので、多岐にわたり、大変分量が多くなっている。本日は、新しく新規で４冊、

採択をお願いしたいものがあるので、その教科書と、それから一部を置かせてい

ただいて、それ以外のものについては、先ほどの教育長の後ろにあるコンテナの

一番右のほうに、高等学校の教科用図書のほうは用意している。 

 岡山市立岡山後楽館高等学校においても、学校のほうで選定委員会を組織して

もらっており、そちらのほうで選定されたものを、教科用図書の一覧と選定理由

書をもとに採択をお願いしたいと考えている。選定理由書のほうに「第１部」と

いうふうに書いているところがあるが、そちらについては、現行、現在使用して
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いる学習指導要領、平成２１年度告示の学習指導要領に沿った教科用図書という

意味である。 

○ 何か意見があればお願いする。 

○ 高校の教科書は義務教育から外れているということで、自由度も高くなってい

るという点もあるが、その中で、学年が変わったタイミングで教科書が種類が変

わるとかということも当然起こってくるかと思うが、その中でそこのつなぎがう

まくできるように調整というのは、その学校の中でしていただけるという認識で

よろしいか。 

○ そのとおりである。やはり、教科担当がいるので、そちらのほうと教科の会の

ほうでも話をしながら、選定をしているかと思う。 

○ 他にないか。 

○ 〈なし〉 

○ では、案のとおり採択するということでよろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ それでは、事務局から続いて説明をお願いする。 

○ それでは最後に、中学校及び岡山後楽館中学校で使用する教科用図書について

お願いする。中高一貫校である岡山後楽館中学校については、ほかの中学校と別

に採択を行うことができるが、岡山市においては、ほかの中学校と同じ教科用図

書採択を行っている。中学校は、今年度、４年に１回の採択がえの年となってい

るが、平成３０年度、昨年度、検定において新たな図書の申請がなかったため、

前回の平成２６年度検定合格図書の中から採択を行うこととなっている。 

 委員の皆様には、平成２８年度使用、前回の採択のときに使用した、岡山市立

中学校及び岡山後楽館中学校教科用図書選定資料のほうを事前にお渡しさせて

いただいている。教科用図書も机上のほうにあるが、そちらのほうもごらんいた

だいて、本日まで独自に調査研究を進めていただいているが、ご審議の際にも必

要に応じて見ていただければと思う。よろしくお願いする。 

○ これは、選定資料と教科用図書を見て、各自で検討してくださっていると思う

ので、それを発表いただきたいと思う。 

 藤原委員、お願いする。 

○ 岡山市に、この種類の中学校は１校だけということで、教科書も、ほかの一般

校と一緒のものを使って、近々に採択がえもあるということであるから、これで

いいのではないかと思う。 

○ 石井委員、お願いする。 

○ 前回のこの選定以降、特に変化を持たせる必要性についてはあげられないと思

うので、今のもので進めたらいいと考えている。 

○ 妹尾委員、お願いする。 

○ 私も同意見とさせていただきたい。 

○ 片山委員、お願いする。 

○ 私も同意見である。 

○ それでは、意見が皆さん一致しているので、全ての種目において現在使用して

いる教科用図書を採択するということに決定してよろしいか。 

○ 〈承認〉 

○ それでは、以上で本日予定していた教科用図書採択についての審議は終了す

る。事務局から連絡があればお願いする。 

○ 今後、採択図書をまとめ、県教育委員会のほうへ報告する。 

 なお、採択に係る資料、採択教科書、採択理由等については、教科書の採択に

関する信頼を確保する観点から、法で定められた採択の時期である８月３１日ま

では公表を控えていただき、それ以降にホームページで公表したいと考えてい

る。 

 以上である。 

○ このことについて、何かご意見があるか。 



 

全委員 
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○ 〈なし〉 

○ それでは、これで教育委員会定例会を閉会とする。 

 この後、報告案件があるので、教育委員の皆さんには、もうしばらくお時間を

いただいて、傍聴者の皆さんはご退室をお願いする。 
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